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インフラはこれまでも常に、単なるアセット以上の価値を担ってきました。経済と社会の成長を引き出し、
コミュニティをつなぎ、レジリエンスを高め、発展するための基盤を築いてきたのです。インフラのこの
使命は現在、かつてないほど喫緊の課題となっています。世界各地において、インフラ領域のリーダー層
は、よりスピーディーに大規模な成果の実現が求められる一方で、複雑性の増大、利益率の圧迫、リスクの
変化、そして投資家・政府・一般社会からの期待の高まりにも対応する必要があります。

まさにこうした背景から、インフラ領域の次のステージはインテリジェンスによって形づくられていく
と考えられます。デジタル化は進展しているものの、依然として多くの価値がシステム、業務機能、組織
の間の分断によって失われています。データは豊富に存在する一方で、より良い意思決定に必要な情報は
各所に分散されています。高い専門性は蓄積されているものの、領域を超えた連携は依然として容易では
ありません。このような状況において、エージェント型AIは大きな可能性をもたらします。分断された情
報の統合、ワークフローの高度なオーケストレーション、インフラプロジェクト遂行のライフサイクル全
体にわたってより良い意思決定を支援する、インテリジェンスレイヤーとして機能し得るのです。

EYでは、この局面を、現在インフラセクターが直面する最も注目すべき機会の一つと捉えています。エー
ジェント型AIを適切に活用すれば、組織は事後対応型から予測型へ、分断された状態から連携した状態
へ、そして漸進な改善策から飛躍的なパフォーマンス向上へと移行できます。同様に重要なのは、インフ
ラ領域の未来はこれからも確固として人間を中心に据えたものであり続けると私たちが考えている点で
す。エージェント型AIがより高度なインテリジェンスを提供することで、リーダー層やチームは長期的
に重要となる価値の創出に直結する意思決定に注力できるようになります。

本レポートでは、今後の展開について、意欲的かつ実現可能なビジョンを示します。また、インフラ組
織がこの新たなインテリジェンスレイヤーの可能性を最大限に引き出すために、どのように土台作り
を進めていくべきかを考察します。本レポートに示された考えの形成にあたり、ご協力と知見をいた
だ い たNVIDIA社、University of Cambridge工 学 部 のLaing O’Rourke Centre for Construction 
Engineering and Technology、ならびにFuturity Systems社に深く感謝いたします。

エージェント型AIの可能性をいち早く取り入れようとするインフラ領域のリーダー層は、単にそこでも
たらされる変化に適応するだけでなく、変化の方向性を形づくる存在となるでしょう。EYでは、インフラ
セクター全体のクライアントと連携し、この構想を明確な優先事項として捉え、実践的な意思決定、そし
て測定可能な成果へと転換する支援を行っています。また、複雑なシステム・オブ・システムズとしての
インフラへの対応を支援し、将来の実現に向けた適切なテクノロジーの土台作りを後押ししています。

Steve Lewis 
Global Infrastructure Technology Leader

Shane MacSweeney 
Global Infrastructure Leader

は
じ
め
に
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1. Field Rework: Causes, Quantification, and Solutions by Construction Industry Institute (CII), University of Texas at Austin.
2.   “Forecasting infrastructure investment needs and gaps”, Infrastructure Outlook, https://outlook.gihub.org/

ここ10年間でテクノロジーはインフラ領域全体
に、継続的に導入が行われており、インフラ領域
におけるデジタル化についてはすでに多くが語
られてきました。こうしたテクノロジーへの投資
は、確かな成果をもたらしてきたものの、その効
果は局所的なものにとどまっており、今後も継続
していく必要があります。一方で、それらの成果
はセクター全体としての成果につながっていま
せん。 

テクノロジーへの投資は着実に増大しているにもかかわらず、生産性
は停滞、または低下しています。これは個々のツールの品質に問題が
あるためではなく、それらをつなぐレイヤーが存在しないためです。
レイヤーが存在しないことで、領域固有のデータがばらばらの経路を
通じて大量に流入しているにもかかわらず、それらを整合させる仕組
みがありません。

こうした状況がもたらす事業上の影響は重大です。Construction 
Industry Institute（CII）の業界ベンチマークによると、一般的なプロ
ジェクトでは、手戻りだけでも総プロジェクトコストの最大15%を
占めます1。これを2030年までに年間投資額が7兆米ドル近くに達
すると見込まれる全世界のインフラパイプラインで考えると、価値損
失は毎年数千億米ドル規模にのぼります2。根本原因は同じです。業
務機能、組織、システム間のインターフェースにおける連携不足です。

エージェント型AIの登場 

エージェント型AIとは、専門AIエージェントが複数のソースから得
たデータを基に推論し、相互に連携しながら、人間が定めたガード
レールの範囲内でアクションを提案または実行する、目的指向型のシ
ステムを指します。自律性と広範な行動範囲を備えたAIを活用し、複
雑なプロジェクトをオーケストレーションするものです。

エージェント型AIを活用することで、インフラプロジェクトに関わ
るすべての組織、役割、システムを横断するインテリジェンスレイ
ヤーが構築されます。重要なのは、従来から語られてきたように分断
されたサイロを解体するのではなく、サイロ間の情報連携を高度化す
ることを目指すものだという点です。インテリジェンスレイヤーは、
サイロの上位層として位置します。インテリジェンスレイヤーのエー
ジェントは各サイロにアクセスし、必要な情報を抽出し、それらを意
味的に整合させた上で、提供先の利用者の必要に応じて統合されたイ
ンテリジェンスを提供します。これはデータ標準化とは根本的に異な
るアプローチであり、現在、技術的に実現可能となっています。

本レポートでは、組織が人間のみのチームでは効率的に対応しきれな
い高度な複雑性に対し、どのようにエージェント型AIが支援を提供
し、インフラ領域を変革し得るのかを掘り下げます。アセットのライ
フサイクル全体でのデータ量が増加する中、課題はもはやデータや情
報へのアクセスではなく、それらをタイムリーかつ意思決定に活用可
能なインテリジェンスへと転換することにあります。エージェント型
AIは、この課題に十分なスピード感と規模感をもって対応できます。
一方で、判断、監督、そして最も重要な意思決定に対する責任は、引き
続き人間が担い続けます。インテリジェンスをいち早く統合する組
織が、今後10年のインフラプロジェクト遂行における競争上のリー
ダーとなるでしょう。

本レポートについて
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協力組織

本レポートはEY-Parthenonが執筆し、以下に示す方々の知見とご協力をいただいて作成されました。各組織からのインプットにより、エビデ
ンスベース、ケース事例、将来を見据えた分析が強化されました。詳細は「ご協力いただいた皆さまと関係者への謝辞」に記載しています。
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インフラ・ 
インテリジェンス 
レイヤー：将来像01
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次のようなインフラシステムを想像してみてください。
リーダー層は、変化の兆しが現れた時点で影響を把握できます。オーナーはポートフォリオへの影響
をより早期に理解し、運用者はアセットのライフサイクル全体にわたってパフォーマンスを追跡でき
ます。また、投資家、規制当局、プロジェクト遂行チームは、リスク、結果、機会をより包括的に捉えた
上で対応できます。このようなシステムでは、インテリジェンスは計画、資金調達、設計、プロジェクト
遂行、運用などの領域の境界でも滞ることはありません。領域を横断して機能し続けます。

これが重要なのは、インフラ領域のガバナンスが、人間による連携・
調整のみではますます困難になっているためです。データ量は増加
し、相互依存関係は増大しています。また、意思決定の影響は、事業、
技術、運用、公共性に関わる各領域に同時に及ぶようになっています。

図1は、既存のプロジェクト推進のモデルにおいて求められる、複
雑な相互依存関係とインテリジェンスの流れを模式的に示したもの
です。

エージェント型AIは、インフラ領域が依拠するシステム、業務機能、
組織間の境界を取り除くのではなく、インテリジェンスレイヤーを
構築することで、分断された情報を整合させ、判断と意思決定を担う
人々に意思決定に活用可能なインテリジェンスを届けることができ
ます。これにより、各領域の境界を取り除くことなく、インフラプロ
ジェクト遂行の新たな将来像を可能にします。システム全体で見れ
ば、これはリスクの早期可視化、より迅速で十分な情報に基づく意思
決定、資本規律の強化、運用のレジリエンス向上、そして組織、業務機
能、ライフサイクルの各段階のそれぞれにおける連携不足によって失
われる価値を低減できます。

現在のプロジェクト推進は、分断されたデータセットおよび人手に頼った業務機能間の連携に依存しているため、可視性が制約されるだけでな
く、領域横断的な意思決定を遅らせています。

図1
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インテリジェンスレイヤー： 
従来とは異なるアプローチ
インフラセクターにおけるデジタルテクノロジーの活用は、数十年に
わたり、サイロの解消という一貫した目標を追求してきました。しか
し、こうしたサイロは偶然生まれたものではなく、むしろ領域ごとの
専門性を保護するため、各専門領域の説明責任を明確化するため、イ
ンフラ領域の資金調達、設計、プロジェクト遂行、運用を支える事業
上・組織上の境界を反映するために、合理的な理由があって形成され
てきました。このような領域間の境界が、一朝一夕に解消されると考
えるのは現実的ではありません。インフラのような大規模かつ複雑な
セクターにおいて、解決すべき課題はサイロをなくすことではなく、
サイロをまたいだ連携をより効果的に行うことです。

インテリジェンスレイヤーは、サイロを取り除くのではなく、サイロ
間のつながりを、より自動化し、より拡張可能で、人間による連携作
業への依存が少ないものにします（図2）。

これにより、各サイロ内の専門チームは、他の各領域向けにアウト
プットを調整したり、組織間の境界をまたいで情報を収集したり、自
ら情報を業務機能横断的な文脈に合わせて統合する必要がなくなり
ます。インテリジェンスレイヤーのエージェントは各サイロにアクセ
スし、必要な情報を抽出し、それらを意味的に整合させた上で統合さ
れ、利用者に応じたインテリジェンスを提供します。

重要なのは、これがデータ標準化とは異なるという点です。すべての
組織が同じプラットフォームやフォーマットを採用する必要はあり
ません。データや情報の変換はエージェントが担い、判断は人間が担
います。

その影響は大きいものです。現在、人間が時間を大きく費やしている
データや情報の連携・調整の負担はエージェントに移行します。一方
で、領域ごとの専門性、専門的判断、説明責任は人間が担い続けます。

専門エージェントが分断されたプロジェクトデータを、インテリジェンスレイヤーを通じて連携し、統合されたインサイトを提供することに
よって、より迅速で十分な情報に基づく人間の意思決定を支援するエージェント型モデル

図2
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ワークフローから成果へ
インフラプロジェクト遂行は、人間による連携・調整作業を前提に設
計されたワークフローによって成り立っています。しかし、このよう
なプロセスには大きな摩擦が伴い、プログラムまたはポートフォリオ
の規模で捉えると、その摩擦は大幅に増幅します（図3）。

ここで、インテリジェンスレイヤーが、運用上のロジックを転換しま
す。エージェント型AIを活用した環境では、リーダー層が、求める成
果、エージェントが行動できるガードレールの範囲、そしてどの場面
で人間が意思決定権限を持つか定義します。エージェントは、連携・
調整作業の負担を引き受け、システム全体のデータをリアルタイム
で監視し、領域横断的に行った分析を統合し、構造化されたインテリ
ジェンスを適切なタイミングで適切な人に届けます。

現在、プロジェクトチームは、領域横断的な影響のアセスメントに数
週間を費やしていますが、将来的にはその結果を数時間で入手できる
ようになります。プログラムディレクターは、月次報告からしかプロ
ジェクト横断的なリスクを検知できませんでしたが、今後は継続的か
つエビデンスに基づくアラートを受け取れるようになります。ポー
トフォリオオーナーは、プロジェクト遂行パートナーのパフォーマン
スを四半期ごとにベンチマークしていますが、今後は最新データに基
づくリアルタイム比較を参照できるようになります。図4は、複数階
層のインテリジェンスレイヤーを備えたエージェント型モデルのポ
テンシャルを示しており、このモデルによりプログラムおよびポート
フォリオレベルのインテリジェンスを引き出せる可能性があります。

一方で、人間の役割が縮小するわけではありません。より重要な領域
に集中するようになります。判断、創造性、交渉、倫理的理由付けや説
明責任は、人間が担い続けます。

次のようなインフラシステムを想像してみてください。リーダー層
は、変化の兆しが現れた時点で、その影響を把握できます。オーナー
は、遅延が資本配分に影響する前にポートフォリオへの影響を理解で
きます。運用者は、アセットのパフォーマンスを、設計、プロジェクト
遂行、維持管理に関する意思決定までさかのぼって追跡できます。ま
た、投資家、規制当局、プロジェクト遂行チームは、リスク、結果、機会
をより包括的に捉えた上で対応できます。このようなシステムでは、
インテリジェンスは計画、資金調達、設計、プロジェクト遂行、運用な
どの各段階の間で滞ることはありません。領域を横断して機能し続け
ます。

これが、インテリジェンスレイヤーの将来像です。インフラ領域が依
拠するシステム、機能、組織内の境界をセクター全体でなくす必要は
ありません。インテリジェンスレイヤーは、新たな機能を持った層と
してこうした境界の上に横断的に構築され、分断された情報を領域横
断的に整合させ、意思決定に活用可能なインテリジェンスを、判断を
下し対応する責任者へ提供します。システム全体で見れば、これはリ
スクの早期可視化、より迅速で十分な情報に基づく意思決定、資本規
律の強化、運用のレジリエンス向上、そして組織、業務機能、ライフサ
イクルの各段階における連携不足によって失われる価値を低減でき
ます。

従来のプロジェクト、プログラム、ポートフォリオの構造は、複数階層の人間による連携・調整が前提となっています。階層全体ではこの
複雑性が高まり、報告に伴う摩擦、意思決定の遅れ、可視性をめぐる課題が相乗的に深刻化します。

図3
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エージェント型AIは、プロジェクト、プログラム、ポートフォリオの各レベルに階層化されたインテリジェンスレイヤーを導入することで、既存
の構造の中で機能しながら、より連携され、タイムリーかつシステム全体を見据えた意思決定支援を可能にします。

図4

ポートフォリオ
管理チーム

プロジェクト・
インテリジェンス
レイヤー

プロジェクト、プログラム、ポート
フォリオの各レベルにエージェント
型のオーケストレーションを適用す
ることで、効率性が高まり、システ
ム全体の最適化が可能になります。

Portfolio-level agentic AI orchestration

プログラムエージェント
は複数のプロジェクトに
またがるインサイトを集
約し、ポートフォリオチー
ムが投資、リスク、リソー
ス配分を即時に最適化で
きるようにします。
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将来のリファレンスアーキテクチャー
エージェントによる連携・調整により、既存システムを置き換えるのではなく、その上に構築されるアーキテクチャーが可能になります。リファ
レンスアーキテクチャーは4つの機能層により構成されます（図5）。判断、創造性、交渉、倫理的理由付けや説明責任は、人間が担い続けます。

分断されたデータを、意思決定に活用可能なインテリジェンスへと変換するためのリファレンスアーキテクチャー

図5

図6
エージェントの自律的行動範囲が、情報提供から人間の監査下での実行へと高度化するにつれて、プロジェクト遂行チームでの人手に頼ったサ
イロ横断的な連携・調整にかかる時間は大幅に減少し、より付加価値の高い監督と意思決定業務へ工数を移行します。

階層化された自律性モデル
上記に示された将来のアーキテクチャーには、意思決定の種類に応じてエージェントに付与される権限の範囲を管理する、4段階の自律性フレー
ムワークが組み込まれています（図6）。

どの意思決定について誰が権限を持つのか、どのしきい値でエージェントの提案に対する
人間によるレビューが必要となるのか、また実行された各アクションの根拠をシステムが
どのように記録するのかを定義します。

オーケストレーターが領域横断的な連携・調整を管理します。エージェントの提案間の矛
盾を解消し、システム間の意味上の差異を整合させ、人間によるレビューのための統合さ
れた意思決定資料を取りまとめます。

設計レイヤーは、エージェントが変更を評価し、矛盾を検知し、パフォーマンスを評価す
る際の参照基準を提供します。BIM モデル、デジタルツイン、エンジニアリング分析、構
成ベースラインは、建設または運用の対象を構造化して示す基盤となります。

文書、モデル、センサーフィード、事業記録、契約文書、運用ログなど、インフラ組織が
すでに生成しているデータアセットで構成されます。
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ステークホルダー価値
インテリジェンスレイヤーは、インフラエコシステムのステークホルダー全員に価値をもたらしますが、その内容と程度は、役割、リスクの度合
い、事業的なインセンティブによって異なります。

実例：エージェントがエンドツーエンドで
設計変更を管理
一般的なインフラプロジェクトでのシナリオを想定してみます。建
設中に重大な設計変更が発生するケースです。この例では、通常どこ
に時間がかかるのか、複数の組織や機能をまたいで連携・調整の負担
がどのように蓄積するのか、そして人間による監督を取り除くことな
く、インテリジェンスレイヤーが意思決定サイクルをどのように短縮
し得るかが示されています。

トリガーとなる事象の発生
橋梁（きょうりょう）の建設中に、新たな地盤調査データによって、設
計段階で想定されていたものとは大きく異なる地質条件が明らかに
なりました。

これにより、より深い杭打ちと、杭頭部の設計見直しを反映した新た
な計画が必要となりました。この設計変更のため、構造設計、排水ルー
ト、仮設工事、施工計画書、コスト、スケジュールなどに影響が及びま
す。また、関連情報は複数の関係者にまたがって保持されており、各
関係者による対応が必要です。

従来のモデル
従来のモデルでは通常、順を追って対応が進められます。まずは構造
エンジニアが設計への影響を確認し、変更通知を作成します。その後、
設計機能のトップが設計変更の影響を受ける各機能に意見や情報提
供を依頼します。各機能はこれを確認し、それぞれの優先順位と業務
負担を踏まえて回答を提出します。コストとスケジュールへの影響は
別々に評価されることが多く、設計変更の全体像が確定する前に行わ
れます。その後、プロジェクトマネージャーがさまざまなインプット
を整合させ、連携・調整のための会議を招集し、クライアントレビュー
用の意思決定資料を取りまとめます。意思決定が行われると、その
影響を受ける各関係者が人手によって後続の関連システムを更新し
ます。

 � 対応結果の典型例：意思決定サイクルが長期化します。その遅れの
多くは、技術的な複雑性だけではなく、引き継ぎ、分断された情報、
待機時間、そして意思決定に活用可能な対応案を人手によって取り
まとめることから生じます。

 � 連携・調整の負担：意思決定が可能になる前に、必要な意見や情報
を収集し整合を図り、複数の組織や機能の足並みをそろえるため
に、多大な工数が費やされます。

 � 手戻りリスク：問題が未解決のまま当初設計に基づいた建設が進む
と、物理的な手戻りによって、コストとスケジュールへの影響が大
幅に増大するおそれがあります。

オーナーは、プログラムに対す
る管理を強化し、プロジェクト
が投資計画通りに進んでいるこ
とについて、より高い確信を得
られるようになります。また、
後工程で想定外の問題発生を回
避しやすくなります。 

アセット 
オーナー 
および投資家

インテリジェンスレイヤーは、異なるサイロ間
のコミュニケーションを支援し、連携・調整に
要する時間を短縮し、プロジェクトのライフサ
イクル全体を通じて設計上の重要な意図が失
われないようにします。設計者は創造面および
技術面での権限を保持し、エージェントが機能
間の連携・調整に伴う負担を担います。

設計者および 
コンサルタント

インテリジェンスレイヤーは、関連する
すべての組織と機能が設計上の矛盾に、
より早期に対処できるようにすることで、
連携・調整の不足を解消します。さらに、
継続的なモニタリング、意思決定の迅速
化、安全上の強化も支援します。

請負事業者および 
インフラプロジェクト 
遂行組織1 2 3
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将来のエージェント型モデル 
エージェント型AIが全面的に活用される将来環境では、同一の事象
に対して、相互接続されたシステムが連携しながら並行的に評価を実
施します。データ取り込みエージェントが、当初の設計前提から乖離
している点を特定し、オーケストレーターに通知します。オーケスト
レーターは、関連する領域を横断して同時に影響のアセスメントを開
始し、その結果得られた分析を統合し、矛盾点を解消します。そして、
事前に定義されたしきい値と権限レベルに基づき、意思決定のための
構造化された資料を適切な意思決定者に提供します。意思決定者によ
る承認後、関連する後続アクションがガバナンス要件に従って開始ま
たは更新されます。併せて、モニタリングエージェントが結果を追跡
し、将来の提案精度の向上につなげます。

 � 想定される対応結果：意思決定サイクルが大幅に短縮されます。人
間は、情報収集や整合性の確認ではなく、技術的な検証、専門的判
断、承認に重点的に工数を割くことができます。

 � 連携・調整の負担：領域横断的な分析が並行して行われ、意思決定
者に届く前に情報が統合されるため、負担は軽減されます。

 � 運用面の効果：プロジェクトチームは管理権限と説明責任を維持し
ながら、足元の課題とその影響について、より包括的で体系的な理
解に基づいて対応できるようになります。

内容を確認し、妥当性を検証し、判断を下すのは、引き続きプロジェ
クトチームです。ただし、より全体像を把握した上で対応することが
できます。第4章で紹介するEY Intelligent Capital Orchestrator
（ICO）は、現在稼働中のプログラムにおいて、すでにこうしたレベル
のインサイトを提供しています。

判断は人間が担い続けながら、サイロを横断して連携・調整を行うイ
ンテリジェンスレイヤーの将来像は、EY ICOなどを通じて、すでに
現れ始めています。しかし、業界全体ではデータ、意思決定、連携・調
整には依然として分断が残っています。本レポートの次章では、こう
した業界全体のより広範な実態に目を向け、領域や機能単位の漸進的
な改善施策が、なぜシステム全体で成果になりにくいのか、そしてこ
の実態が今後の展開では何を意味するかについて説明します。
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現状：なぜ個別施策は 
全体の成果に 
つながらないのか02
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インフラセクターは、テクノロジー導入に 
取り組んでこなかったわけではありません。
しかし、新たなセンサー、スケジュール管理ツール、コンピューター
ビジョンシステムなどが導入されるたびに、すでにデータで飽和して
いる環境に、さらにデータが上乗せされていきます。テクノロジー投
資はこの10年間で着実に増加しているにもかかわらず、生産性は横
ばい、もしくは低下しています。こうした矛盾の原因は、個々のツー
ルの品質に問題があるためではなく、より広範なシステムの性質にあ
ります。

以下に示す見解は、本稿の執筆にご協力いただいたUniversity of 
Cambridgeの研究に大きく基づいています。同大学の研究は、なぜ
生産性向上が実現しにくい状況が続いてきたのか、デジタル投資がど
こでパフォーマンスにつながり、またつながってこなかったのか、そ
して建設ライフサイクル全体のどこに改善の可能性があるのかを理
解するための、確かな根拠を提供しています。

現代の製造業のプロセスは入り組んではいるものの、管理され、反復可能な一連の流れに沿っています。しかし、インフラプロジェクト遂行はそ
うではありません。インフラプロジェクト遂行は、技術、経済、社会、政治、環境の各領域にまたがる循環的な相互作用を伴う、複雑なシステム・
オブ・システムズです。

図7

     建設プロジェクト管理システム
▪エンジニアリング設計と
バリューマネジメント

▪施工管理、プログラム管理、変更管理
▪サービス提供の重要な基盤

     テクノロジー
▪技術的能力、イノベーション、統合
▪データ要件、データ可用性、管理

     経済
▪財務的な実現可能性とライフサイクル
全体の費用対効果

▪経済成長、雇用創出、生産性向上
▪サプライチェーンの取引円滑化

インフラシステム群
（システム全体から
生じる成果とサービスの
成果パフォーマンス）

     環境
▪生物多様性、天然資源、気候への影響に
関するサステナビリティ

▪気候レジリエンスに対するレジリエンス

     社会
▪地域社会とのエンゲージメント、ニーズ、
公平性

▪スキルセットと労働力の多様性
▪文化遺産、伝統、地域のアイデンティティ

     政治・制度
▪開発上の優先事項
▪土地利用の配分と政策立案
▪行政の枠組みと規制

製造業システム

組立 品質保証 プロジェクト
遂行

製作

ソーシング

設計

インフラプロジェクト遂行は単に入り組んで
いるのではなく、複雑性を伴います。
システムには、入り組んでいても予測可能なものもあります。例えば、
製造業でのシステムには多くの不確定要素がありますが、それらの相
互作用は管理された環境の中で生じ、多くは一方通行で、反復かつコ
ントロール可能です（図7上段でこの概念を模式的に示しています）。
このようなシステムでは因果関係が概ね予測可能であることから、そ
の工程は自動化に適しています。

インフラプロジェクト遂行の場合は異なります（図7下段）。インフラ
プロジェクト遂行の複雑性は、変化し続ける条件や複数の相互依存関
係によって成果が左右され、それらが予測しにくく、循環的なかたち
で作用し合う点にあります。ある領域での変更が、他の複数の領域に
わたって連鎖的に影響を引き起こすことがあり、その影響はしばしば
当初から明らかではないのです。
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こうした理由から、インフラセクターでは、他のより反復性の高い業
界のように、デジタル導入による生産性向上が見られていません。課
題は、個別のタスクを自動化することだけではありません。むしろ、

テクノロジー面での課題は明確です。インフラセクターにデジタル
ツールが不足しているわけではありません。領域・機能個別に生じ
たデジタル化の成果を、システム全体のパフォーマンスへと転換す
る力が不足しているのです。University of Cambridgeの研究による
と、英国におけるBuilding Information Modeling（BIM）の認知度が
2011年の10%から2020年には70%超へと上昇し、セクターの資本
ストックに占める ITハードウエアおよび計上済み無形資産の割合も
1997年の6%から2020年には14%へと増加したにもかかわらず、
生産性はおおむね横ばいにとどまりました3。

複雑なインフラ事業の仕組みにおいて、これは当然のこととも言えま
す。意思決定、データ、権限が複数のインターフェースの間で分断さ
れている場合、システムの一部で得られた成果を他の領域へも波及さ
せることは容易ではありません。だからこそ、インテリジェンスレイ
ヤーが重要になります。インテリジェンスレイヤーは、インフラ組織
がデジタル化の取り組みを、プロジェクト、プログラム、ポートフォ
リオ全体で連携の取れたパフォーマンスへ転換することを支援する、
横断的な接続・連携機能です3。

 

機能、組織、インターフェースの領域にまたがって存在する最大のリ
スクや非効率を、システムを横断して連携・調整しなければならない
ことです。 

3. Coyle, D., & Msulwa, R.,   “Digital Concrete:　Productivity in Infrastructure Construction,” NBER/CRIW, October 2022, via Technology, Productivity, and Economic Growth, University of 
Cambridge.

実務上、この複雑性は、インフラ領域の資金調達、計画、プロジェクト遂行、そして管理のあり方を今なお形づくっている、複数の構造的特徴
に表れています。

相互依存関係は非線形である：

ある領域での変更が、同時に他の複数の
領域にわたって影響を及ぼすことがあ
ります。例えば、地政学的な事象によっ
て、プロジェクトの事業性に影響を及ぼ
し、調達戦略が見直され、投資判断が遅
れることがあります。他にも、設計変更
によって、承認、プロジェクト遂行の行
程、コスト予測、長期的な運用パフォー
マンスに影響が出ることもあります。
一見すると局所的な問題に見える問題
も、多くの場合は全体に影響を及ぼし
ます。

問題はインターフェースで発生：

単一の原因により、遅延、コスト超過、
パフォーマンス上の問題が生じること
はほとんどありません。多くの場合、こ
うした問題は、ある機能や領域では合理
的であったはずの意思決定が、他の機能
や領域で下された意思決定とぶつかる
ことで発生します。例えば、資金調達上
の前提がプロジェクト遂行の実態と合
わない場合、設計上の重要な意図や前提
が建設段階まで引き継がれない場合、あ
るいは運用上の要件がプロジェクトの
意思決定に十分に反映されていない場
合などです。

すべてのプロジェクトはそれぞれの 
状況に左右される：

インフラは、現実世界における物理的、
規制的、政治的、事業上の環境の中で実
現されます。何が実現可能かは、資金調
達環境、ステークホルダーの期待、用地
上の制約、規制制度、アセットの重要度
によって左右されます。他のプロジェ
クトに教訓を生かすことはできます
が、まったく同じ方法で管理できるプロ
ジェクトはありません。

多くの意思決定では後戻りが困難：

十分な情報がそろう前に継続的に意思決定をしなければならな
いケースがしばしばあります。後々変更される可能性のある前
提条件に基づいて資本構成が決まり、契約が締結され、設計が確
定し、アセットの運用が開始されます。こうした意思決定がいっ
たん組み込まれると、方針を変更するのはコストがかかるだけ
でなく、プロジェクト進行に支障をきたし、政治的にも難しいこ
ともあります。

インフラプロジェクトは多くのステークホルダーに分散して 
進められる：

大規模なインフラプログラムは、長期にわたり、複数の組織、シ
ステム、契約関係に依存します。投資家、オーナー、設計者、請負
事業者、運用者、規制当局は、それぞれ全体像の一部しか把握し
ていません。その結果、プロジェクトの過程に限らず、アセット
のライフサイクル全体において連携・調整そのものが大きな摩
擦要因となります。
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4.  Rathnayake, A., & Middleton,   “Systematic Review of the Literature on Construction Productivity.”, Journal of Construction Engineering and Management, March 2023, via Laing O’
Rourke Centre for Construction Engineering and Technology, University of Cambridge.

5.  Field Rework: Causes, Quantification, and Solutions by Construction Industry Institute (CII), University of Texas at Austin.
6.    “Forecasting infrastructure investment needs and gaps”, Infrastructure Outlook, https://outlook.gihub.org/.

分断がもたらすコスト
こうした状況の事業上の影響は重大です。The Laing O’Rourke Centreが2023年に実施した建設分野の生産性に関する108件の研究をレ
ビューした結果、このような分断がもたらすコストは、繰り返し発生する3つの価値損失の形態によって説明できます4。

インフラセクターにおける 
機会の規模
業界ベンチマークでは、手戻りコストは総プ
ロジェクト支出の最大15%に上るとされて
います。また、CIIの研究では、その割合は現
場で直接発生する手戻りだけでも平均5%に
達することが示されています5。スケジュー
ル遅延、手戻りに伴う請求、変更管理に伴
う連携・調整の負担などの間接コストを含
めると、この割合はさらに高くなります。
Global Infrastructure HubとOECDは、世
界のインフラ領域には2030年までに年間7
兆米ドル近い投資が必要になると推計して
います6。世界のインフラパイプライン全体
でみると、控えめに見積もっても毎年数千億
米ドル規模の価値が失われています。

意思決定の遅れとそれに伴う
遅延：

スケジュールに関連する要因が
31件の研究で重要な課題として
特定されており、作業員の待機時
間や運用上の遅延が継続的に損失
を生んでいることが示されていま
す。こうした遅延は、多くの場合、
プロジェクトをまたぐ連携・調整
が十分に行われていないために起
こります。

手戻りと品質不良：

手戻りの影響とコストは18件の
研究で検証されています。手戻り
の発生割合と発生時期はいずれも
労働生産性に影響を及ぼし、累積
していくことで大きな負担となり
得ます。変更が遅い段階で行われ
るほど、やり直す作業も増えるた
め、手戻りに伴うコストは高くな
ります。

連携・調整の負担：

労務関連の要因は、コストを押し
上げる大きな要因として特定され
ています。作業班の構成、下請構
造の複雑さ、職種間の調整といっ
た課題が、47件の研究で指摘され
ています。従来の生産性測定では、
このような大規模な連携・調整に
どれほどの負担や労力が必要なの
かを、正確に示すことは容易では
ありません。
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エージェント型 
AIとは03
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エージェント型AIは、インフラセクターがすでに活用しているテクノロジーと、次の3つの点で異なります（図8）。

	�    エージェント型AIは、単なる自動化ではありません。自動化は、定
義された範囲内で、あらかじめ定められたプロセスを加速するも
のです。一方で、領域横断的な影響を考慮したり、過去の意思決定
を記憶したり、他のツールと連携したりする点には限界がありま
す。エージェント型AIは、境界を越えてインテリジェンス、ワーク
フロー、実行をオーケストレーションします。

 � エージェント型AIは、単なる会話型インターフェースではありま
せん。チャットシステムとして導入される大規模言語モデル（LLM）

は、依然として受け身の運用にとどまり、プロンプトに応答した後、
次の指示を待ちます。これに対し、エージェント型AIは、推論、計画、
ツールの使用、調整を含む、より広範なアーキテクチャーの一要素
として言語モデルを活用します。

 �  エージェント型AIは、単一の予測モデルではありません。エージェ
ント型AIは、複数の領域をまたいで連携します。リスクの兆候を取
り込み、領域横断的な影響を推論した上で、統合された分析を、実
行する権限を持つ人間に提供します。

エージェント型AIは、専門エージェントによる協調ネットワークとして機能します。各エージェントが領域をまたいでインテリジェンスを提示、
分析、共有し、オーケストレーターがインサイトを統合して、人間の意思決定者に提供します。

図8

物流 AIエージェント
配送ルートおよび揚重
（ようじゅう）計画を
評価します。

コスト管理
AIエージェント
新たな BQを評価し、
コストへの影響を検知

オーケストレーション AIエージェント
すべての情報を統合し、

改善に向けて提案を行います。

クラッシュ
AIエージェント
設計変更が必要な可能性が
ある箇所を特定します。

工程管理 AIエージェント
重要工程を再調整します。

安全管理 AIエージェント
新たな安全上のリスクを評価し、
リスク低減策を提示します。

コスト
マネージャー

プロダクション
マネージャー

HSE
マネージャー

スケジュール

BIM
マネージャー

プロジェクト
マネージャー

インフラ
プロジェクト
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7   “How we built our multi-agent research system”, Anthropic website, anthropic.com/engineering/multi-agent-research-system.

エージェント型AIの中核コンポーネント
エージェント型AIは、アーキテクチャーを構成する5つのコンポーネントによって支えられています。それぞれが固有の機能を担いますが、真
の価値はそれらが統合されることで生まれます。

推論と高度なオーケストレーション：

オーケストレーターは、複雑な問題をより単純なタスクに分解し、それらを専門エージェントに割り当てた上で、各エー
ジェントの分析結果を整合し人間によるレビューに適した統合分析としてまとめます。このような分散型のアプロー
チは、Anthropic社が自社のマルチエージェント研究システムを対象に実施したエンジニアリング研究でも有効性が示
されています。同研究では、定義された範囲とツールアクセスを持つ専門サブエージェントに複雑な分析を分散させる
ことで、単一のAIモデルによるアプローチよりも信頼性の高い分析結果を得られることが示されています7。

マルチエージェント連携：

複雑なシステムでは、独立して動作するエージェントが全体目標と矛盾する結果を生み出す可能性があり、これが継続
的な課題となります。この課題には、共有された情報環境、明示的な制約、人間の意思決定者に到達する前に矛盾を解
消する能動的なロジックを組み合わせることで対応できます。

記憶と文脈：

インフラプログラムは数年にわたって実行されます。短期・長期の双方にわたってインサイトを取得するエージェン
トを活用することで、過去データを失わずに保持できます。これにより、システムが生成する知見は、使用を重ねるに
つれて向上します。

ツール統合：

エージェント型AIのエージェントは、定義されたインターフェースを通じて、BIMプラットフォーム、スケジュール管
理エンジン、コストデータベース、文書管理システム、センサーネットワークと連携します。従来型の統合は、固定スキー
マや事前にコード化されたマッピングに大きく依存します。これに対し、エージェント型システムは、セマンティック
（意味的）な整合機能を用いて、構造や語彙が異なるシステム間の情報を動的に解釈し、整合させることができます。

ガバナンスとポリシー統制：

エージェント型システムによるすべてのアクションは、追跡可能かつ監査可能であり、帰属が明確でなければなりませ
ん。ガバナンス統制は、エージェントが使用できるデータソース、実行できるアクション、提案ごとにシステムが根拠
を記録する方法を定義します。

1

2

3

4

5

これらのコンポーネントが組み合わさることで、単独の自動化を超える有用性が生まれます。エージェント型システム
は、文脈を解釈し、ルールを適用し、関連情報を活用しながら、連携の取れた形で対応を支援できます。

インフラ領域では、機能、システム、ライフサイクル段階の間で価値が失われることが少なくありません。適切に構築さ
れたエージェント型スタックは、こうした摩擦の低減、情報の一貫性の向上、意思決定支援の強化に寄与し、組織が知識
を長期にわたって保持・活用しやすくする可能性があります。
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エージェント型の運用ループ
エージェント型システムは、4つのフェーズから成る継続的なサイクルを通じて動作します。このサイクルは、インフラプロジェクト遂行のあら
ゆる領域に適用できます。また、その継続性により、現在の多くのプロジェクト意思決定の前提となっている、定期的なレポートを起点としたサ
イクルとは一線を画します（図9）。

現段階
建設・インフラ領域におけるエー
ジェント型システムの現在の成熟
度は、新たな業界分類において、
現時点では協調型マルチエージェ
ントの段階に位置づけられていま
す。今後 10 年に向けては、適応
型システムおよび完全自律型シス
テムへの進化が目指すべき到達点
とされています。

認識
学
習

         ア
ク
シ

ョ
ン

エージェントは予測結果と実際の結果を記録し、複数の
レベルでモデルを段階的に補正します。

エージェントは、分散した複数のソースからデータを取り
込みます。 ここでいう認識は、単なる受動的な情報取得で
はありません。エージェントは、しきい値に関わる条件を
能動的に監視し、注意を要するパターンを特定し、異常を
検知してフラグを立てます。

エージェントは、領域横断的な影響を分析し、矛盾を特定
します。その上で、定量化されたトレードオフを踏まえた
選択肢を優先順位付きで提示し、残存リスクを評価します。

権限レベルが低い場合、エージェントのアクションは、適切
な承認権限を持つ担当者による意思決定を支援するため、判
断材料を整理して提示します。 一方、権限レベルが高い場合、
エージェントは後続のシステムを更新したり、ワークフロー
を直接起動したりします。

推
論

推論はどのように機能するのか
工程管理 AI エージェントは、遅
延の影響を評価する際に、コスト
AI エージェントによる費用影響の
見積り、安全管理 AI エージェン
トによる施工方法上の制約、そし
て事業 AI エージェントによる契
約上の権利の特定結果を統合し、
総合的な判断を導き出します。

Operating Loop

14

エージェント型の
運用ループ

23

エージェント型の運用ループは、エージェントが継続的にデータを取り込み、領域をまたいで推論し、制約された範囲で行動し、結果から学習す
るプロセスを示しています。これにより、現在のプロジェクト遂行モデルにはない、動的な意思決定サイクルが形成されます。

図9

運用ループが重要なのは、知見を具体的な成果へと結び付ける点にあ
ります。単一の答えを生成してそこで終わるのではなく、状況の把握
が対応に反映され、対応がフィードバックを生み、さらにそのフィー
ドバックが将来のパフォーマンス改善につながる継続的なサイクル
を形成します。

これは、条件が時間とともに変化し、新たな情報が明らかになるたび
に意思決定を見直す必要があるインフラ領域において、特に重要で
す。その結果として生まれるのは、単なる自動化の拡大ではなく、人
間の判断、システムの学習、組織に蓄積された知識が相互に補強し合
う、より適応力の高い運用モデルです。
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インフラのライフ 
サイクル全体にわたる
エージェント型 
AIワークフロー04
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インフラのライフサイクル全体でインテリジェンスレイヤーがどのように機能するかをより具体的に
示すため、本章では、5つの典型的なワークフローシナリオにおける適用例を紹介します。これらの例
は、単一機能内の自動化では実現できない形で、エージェント型AIが機能、システム、組織をまたいで
どのように連携し得るかを示しています。 

各例において、インテリジェンスレイヤーは、インフラセクターで既
に活用されている各種ツールの上位に位置し、それらを協調的な運用
ループによって接続します。既存システムを置き換えるのではなく、
設計、プロジェクト遂行、事業、安全、運用といった各領域にまたがる
情報を整合することを支援します。これにより、チームは、より迅速
に、かつ人手による作業を抑えながら、意思決定に活用可能な知見を
得ることができます。 

これらの例はあくまで例示的なものですが、その基盤となる構成
要素は仮説上のものではありません。本章では、共同執筆者である
NVIDIA社が提供する実際のテクノロジー事例を随所で取り上げ、こ
のアーキテクチャーを構成する要素が、現時点ですでに導入可能であ
ることを示しています。これらの事例は、本稿で論じるインフラ領域
のユースケース全体を網羅するものではありませんが、本モデルの主
要なコンポーネントが、実環境ですでに技術的に実現可能であること
を示しています。

シナリオ 1 
設計変更の高度なオーケストレーション

最初のワークフローシナリオ例では、第1章で取り上げた設計変更の
シナリオに立ち戻ります。この例は、インフラプロジェクト遂行の中
心にある調整上の課題を示しています。単一の変更イベントであって
も、設計、建設、スケジュール、コスト、事業上のリスクの度合い、後続
の運用にまで、即時に影響を及ぼす可能性があります。しかし、現在
のモデルでは、こうした影響は通常、個別に評価された後、人手によ
り統合されます。

エージェント型モデルでは、この調整サイクルが直ちに開始されま
す。トリガーとなる事象が特定されると同時に、運用ループ（認識・
推論・実行・学習のサイクル）が作動し、オーケストレーターが専門
エージェントを並行して起動します。事業エージェントは契約上の影
響を特定し、他のエージェントは設計への影響、スケジュールへの支
障、プロジェクト遂行への影響、潜在的な運用上の影響を評価します。
各機能が順番にレビューを完了するのを待つのではなく、インテリ
ジェンスレイヤーが関連するサイロを同時に横断し、論点に対する構
造化された分析結果を組み立てます。

その結果、人間がプロセスから排除されるのではなく、より包括的な
全体像があらかじめ整理された段階で、関与できるようになります。
エンジニア、プロジェクトリーダー、事業チームは、分断されたシス
テム間でインプットを収集するのではなく、検証、判断、意思決定に
注力できるようになります。
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概要

NVIDIA Omniverse DSX Blueprintは、設計、シミュレーション、運
用を単一の環境に統合したインタラクティブなデジタルツインを構
築するためのリファレンスアーキテクチャーです。ギガワット規模
のAIファクトリーにおける設計から運用までの一連のプロセスを加
速することを目的としています。このBlueprintは、Omniverseと
OpenUSDを基盤として構築されています。大量のデータを効率的に
処理するためのスケーラブルなデータ交換基盤として設計されてお
り、多様なシーンデータを取り込めるだけのオープン性も備えてい
ます。

カスタマイズされたBlueprintを活用することで、プロジェクトチー
ムは、実際の施設整備に着手する前に、複数の選択肢を構成し、シナ
リオを検証し、その結果を比較することができます。同時に、インフ
ラ設計において、よりスケーラブルで効率的、持続可能かつ統合的な
アプローチによるメリットを享受できます。構成、シミュレーション、
運用上のインサイトを単一の環境に統合することで、カスタマイズさ
れたBlueprintは、パフォーマンス最適化の高度化と、より十分な情
報に基づく意思決定を支援します。

エージェントの主な機能

 �  物理データと運用データを、設計、シミュレーション、計画に活用
できる共有デジタルツインへ統合します。

 �  代替構成を比較し、パフォーマンス、効率性、サステナビリティ、コ
ストへの影響を可視化します。

 �  建設または変更に先立ち、熱・電気シミュレーションを含む「what-
if（仮説）」シナリオを実行します。

 �  共有されたOpenUSDアセットを活用し、エンジニアリング、運用、
サプライヤー間の多分野連携を支援します。

 �  AI主導の信頼性向上、予知保全、ワークロードまたはアセット最適
化を通じて、運用領域への展開を支援します。

インフラ業界への適用可能性

DSXはAIファクトリーに焦点を当てたものですが、その基盤となる
アプローチは、より広範なインフラ領域にも応用可能です。具体的に
は、設計、エンジニアリング、運用上の制約を1つのデジタルツインに
取り込み、意思決定が行われる前に、エージェントがより適切な選択
肢を検証し、取りまとめるという考え方です。

想定される適用例は以下のとおりです。

 �  エネルギーセンター共同設計エージェントは、詳細設計が確定する
前に、プラント、冷却、電気、レイアウトの選択肢を比較します。

 �  鉄道車両基地または駅レイアウトエージェントは、設備配置、旅客
または運行サービス、建築設備を1つのモデル上で統合的に検証し
ます。

 �  空港または物流ハブ構成エージェントは、処理能力とレジリエンス
要件に照らして、ターミナル、手荷物、電力、冷却に関する選択肢を
評価します。

 �  水処理または産業施設設計エージェントは、建設前に、プロセス設
備、ユーティリティ、保守性、運用上の制約を調整します。

 �  大規模建築物設計エージェントは、HVAC（暖房、換気、空調）、電気
設備、空間計画、長期的な運用効率を単一の設計環境内で結び付け
ます。

デジタルツインが確立されると、同じ環境を活用して、より広範なイ
ンテリジェント施設の実現を支援できる可能性があります。これによ
り、複数ロボット（フリート）のシミュレーションや予知保全など、さ
らなるエージェント型の活用が可能になります。

詳細はこちら：  https://build.nvidia.com/nvidia/omniverse-dsx-blueprint-
for-ai-factories

ケーススタディ1：NVIDIA Omniverse DSX Blueprint：デジタルツイン主導による 
AIインフラ設計・最適化
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シナリオ2
設計管理

2つ目のワークフローシナリオでは、個別の変更イベントから、日々
のプロジェクト遂行管理へと焦点を移します。現在の大規模プロジェ
クトにおける管理は、多くの場合、複数のシステムからデータを抽出
し、人手によって集約した上で、事後的にレビューする定期的な報告
サイクルに依存しています。そのため、マネジメントの注意が向けら
れるのは、問題がすでに顕在化し、影響が広がった後になることが少
なくありません。

エージェント型モデルは、この定期的な報告サイクルを継続的な調整
へと置き換えます。スケジュール管理エージェントは最新のプログ
ラムに対する進捗を追跡し、生産性エージェントは実績を計画上の生
産指標と比較します。また、リソースエージェントは、作業面全体に
わたる労務、設備、資材の投入状況を監視します。遅延や乖離が生じ
た場合、関連するエージェントは単にそれを報告するだけではありま
せん。隣接する作業への影響を評価し、他工程の前倒しや加速により
その影響を吸収できるかを検証し、想定されるコスト影響を定量化し
ます。

その後、オーケストレーターが意思決定に向けた選択肢を取りまと
め、次回の報告サイクルを待つのではなく、数時間以内にプログラム
ディレクターまたはプロジェクト管理責任者へ提示します。これによ
り、プロジェクト遂行管理は、人間のチームが意思決定権限を保持し
たまま、過去を振り返る報告中心のアプローチから、将来を見据えた
介入型のアプローチへと移行します。

シナリオ3
安全とリスク管理への介入

3つ目のワークフローシナリオ例は、エージェント型の連携が安全・
リスク管理をどのように支援し得るかを示しています。インシデン
トは、単一の障害によってではなく、複数の条件が同時に重なり合い、
相互に作用することで発生するケースが少なくありません。実務上、
こうしたシグナルは、異なるシステムや機能に分散していることが多
く、1人の担当者が問題に介入できる十分な早い段階で全体像を把握
することは容易ではありません。

インテリジェンスレイヤーが整備されることで、安全に関する調整
は、初めから領域横断的なものとなります。安全エージェントは、高
所作業に影響を及ぼし得る悪天候予報を検知します。スケジュール
管理エージェントは、影響を受ける区域で複数の職種が同時に作業す
る予定であることを確認します。物流エージェントは、共有アクセス
ルート上でのクレーン移動を特定します。オーケストレーターは、こ
れらのシグナルを関連付け、顕在化しつつあるリスクパターンを認識
した上で、安全管理者に軽減策の選択肢を提示します。

重要な違いは、単にアラートが迅速になることではありません。イン
シデントへと発展する前に、領域をまたいだ弱いシグナルを結び付け
られる点にあります。判断は人間が担い続けますが、その判断は、重
要な条件についてより包括的な視野を得た上で下されます。
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概要

企業内動画のうち、インサイト抽出のためにレビューされているもの
は1%未満にとどまります。建設現場やインフラの制御室など、カメ
ラに依存する業界にとって、これは、インシデントが見過ごされ、点
検が人手に依存し、対応時間が長期化する可能性があることを意味
します。NVIDIA社のVSS Blueprint上に構築されたAIエージェント
は、こうした状況を変えつつあります。VSS Blueprintは、動画分析
AIエージェントを構築するためのリファレンスアーキテクチャーで
す。ライブ動画または録画動画を自然言語で検索、要約、問い合わせ
できるようにし、リアルタイム処理およびバッチ処理、アラート、イ
ベントレビュー、検証、物体追跡を支援します。このBlueprintは、動
画をリアルタイムの100倍の速度で要約することができ、1時間分の
動画を1分未満で処理できます。また、数百の動画ストリームを同時
に処理する能力も備えています。

VSSを単なる動画分析ツール以上のものにしているのは、そのエー
ジェント型アーキテクチャーです。エージェントは、単に検索を行う
だけではありません。自律的に推論し、検証し、要約し、必要なアク
ションを実行します。安全エージェントは、単にインシデントを検知
するだけではありません。人間の介入を待たずに、インシデントレ
ポートを生成し、アラートを検証し、関連チームに通知します。

エージェントの主な機能

 �  リアルタイム処理モードおよびバッチ処理モード

 �  高度な動画検索

 �  動画要約

 �対話型質問応答（IQA）

 �  アラートおよびVLM-as-a-Judgeによるアラート検証

 �  エージェント型イベントレビューおよび検証

 �物体追跡

 �  NVIDIA Cosmos Reason VLMを活用したマルチモーダルモデル
融合

インフラ業界への適用可能性

 �  安全カメラ点検エージェントは、現場映像をレビューし、安全上の
懸念事項を検知し、インシデントの要約を作成します。

 �  橋梁点検ドローンエージェントは、ドローン動画をレビューし、欠
陥や異常を特定し、点検メモを作成します。

 �  制御室動画検索エージェントは、アーカイブ映像を検索し、複数の
カメラ映像を横断して確認されるインシデントを説明します。

 �  空港運用エージェントは、防犯カメラをレビューし、インシデント
を即時に特定・対応することで、旅客の待機時間を最適化します。

 �  スマートシティエージェントは、動画ストリームを分析し、重要な
問題をリアルタイムで要約します。

詳細はこちら：  https://build.nvidia.com/nvidia/video-search-and-
summarization

ケーススタディ2：NVIDIA Blueprint for video search and summarization（VSS）
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シナリオ4
事業・契約インテリジェンス

4つ目のワークフローシナリオ例では、インフラプロジェクト遂行の
中でも特に文書と判断への依存度が高い領域の一つである、事業・契
約管理に焦点を当てます。大規模プロジェクトでは、複数の契約およ
び契約相手方にまたがって、支払義務、契約上の権利関係、通知要件、
変更、請求発生リスクの度合いを継続的に追跡する必要があります。
多くの場合、基礎となる情報は存在しています。しかし、チームはそ
れを依然として人手により取りまとめる必要があり、しかも対応が遅
すぎることも少なくありません。

インテリジェンスレイヤーにより、事業エージェントは契約上の履行
状況をほぼリアルタイムで監視します。事業エージェントは、出来高
を追跡し、当初の事業上の前提とのずれを検知するとともに、契約上
の対応が必要となる可能性のある条件を特定します。契約遵守エー
ジェントは通知要件や期限リスクを特定し、変更管理エージェントは
関連契約やワークパッケージにまたがる変更の後続的な影響を追跡
します。

これを単なる分析ではなくエージェント型の仕組みにしているのは、
より広範なプロジェクト遂行システムと接続されている点です。オー
ケストレーターは、事業エージェントを設計、プロジェクト遂行管理、
安全管理の各エージェントと連携させます。これにより、設計変更や
プロジェクト遂行上の支障が発生した際、事業上の影響が技術的な影
響とあわせて評価されます。事業チームは、文脈に即して構造化され
たインテリジェンスを受け取ることで、より早い段階で、より確かな
根拠に基づいて行動できるようになります。

27インテリジェンスレイヤー：エージェント型AIによるインフラ業界の変革



概要

業界では、多様かつ急速に増加する文書の中に埋もれた重要な知見を
見つけ出すことに苦慮するケースが少なくありません。その結果、チー
ムは時間のかかる人手によるレビュー業務や、複雑な文脈におけるニュ
アンスを捉えきれない断片化されたツールに依存せざるを得ない状況
にあります。NVIDIA Nemotron LLMとNeMo Retrieverは、大量の
企業コンテンツを対象とした文書インテリジェンスエージェントを構
築するためのリファレンスアプローチを提供します。NeMo Retriever
は、非構造化データ（PDF、DOCX、HTML、CSV、TXTなど）の取り込
みを加速し、テキスト、チャート、グラフ、表などの情報を抽出して、分
析や活用に向けて参照可能な形にします。一方、Nemotronモデルは、
抽出されたコンテンツ全体にわたって、根拠に基づく検索、推論、回答
生成を可能にします。このスタックは、構造化抽出を担うNemotron 
Parseに加え、テキスト、表、チャート、画像を横断するマルチモーダル
検索、最適な検索・推論モデルを選択するためのモデルルーティング、
ならびに根拠に基づく回答を支える組み込みの追跡可能性で構成され
ています。これらは合わせて、NVIDIA社のエンタープライズRAGお
よびエージェント型AIスタックの基盤を形成しています。このスタッ
クは、大規模ナレッジシステムにおいて、データ処理および検索効率を
10倍以上向上させる効果を実現しているとされています。

エージェントの主な機能

 �  大量の構造化文書および非構造化文書を取り込みます。

 �  テキスト、表、チャート、画像からコンテンツを抽出し、構造化します。

 �  関連箇所を検索し、追跡可能性を備えた回答を生成します。

 �  文書を入力情報として活用し、エージェント型ワークフローを支援
します。

業界への適用可能性

インフラ領域では、複数のリポジトリから人手により回答を取りまと
めているような文書量の多いワークフローに対して、インテリジェン
スレイヤーを提供できる可能性があります。同様のアプローチは、エ
ンジニアリングサービスにおいてすでに導入されており、単一のAIア
シスタントを通じて10万件を超える技術文書へのアクセスを統合し
ています。

 �  事業インテリジェンスエージェントは、契約、変更記録、通信文書を
レビューし、義務、リスク、クレームリスク、事業上の打ち手を特定
します。

 �  契約インテリジェンスエージェントは、個別に設計された契約一式
を横断して質問に回答し、関連する条項、別紙、または根拠資料を参
照します。

 �  調達エージェントは、過去の提出資料、技術標準、サプライヤー情報
を検索し、より迅速かつ一貫性の高い入札対応を支援します。

 �  エンジニアリングナレッジエージェントは、長年蓄積された大規模
な既存文書から、教訓、仕様書、手法、技術ガイダンスを検索します。

 �  プロジェクト管理文書エージェントは、スケジュール、レポート、通
知、現場記録を接続し、チームが証拠資料を人手により取りまとめる
ことなく課題を分析できるようにします。

詳細はこちら： https://developer.nvidia.com/nemotron

ケーススタディ3：NVIDIA NemotronとNeMo Retrieverによる文書インテリジェンス
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シナリオ5
エージェント型AIを活用した運用

5つ目のワークフローシナリオ例は、プロジェクト完了後の運用領域
に焦点を当てたものです。運用は、長期的な価値が大きく失われやす
い領域でもあります。プロジェクト完了からアセット運用への移行
は、一般に、重要な情報が断片化しやすいタイミングです。運用者は
不完全な記録を引き継ぎ、維持管理に関する前提は実態から乖離し、
主要な設計またはプロジェクト遂行上の意思決定の背景にある判断
根拠は容易にたどれなくなります。こうした情報損失に伴うコスト
は、アセットのライフサイクル全体を通じて蓄積していきます。

エージェント型AIは、ライフサイクル全体にわたるインテリジェン
スを、構造化され、検索可能な形で保持・接続することにより、この
課題に対応します。運用エージェントは、センサーデータ、維持管理
スケジュール、設計パラメーター、実際の使用パターンを横断して連
携できます。構造ヘルスモニタリングエージェントは、設計エージェ
ントが記録した当初の前提を参照できます。また、建設エージェント
が記録した逸脱事項、品質に関する事象、引き継ぎ記録のログは、さ
らなる文脈を補完します。

これにより、設計・プロジェクト遂行から運用へと続く、より連続的
なつながりが生まれます。引き継ぎを、不完全な情報の一度限りの移
転として捉えるのではなく、インテリジェンスレイヤーが文脈を将来
にわたって継承することを支援します。これにより、運用者は、維持
管理、パフォーマンス、レジリエンス、長期コストに関して、より適切
な意思決定を行うことができます。
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概要

NVIDIA Intent-Driven RAN Energy Efficiency Blueprintは、サー
ビスパフォーマンスを損なうことなく、運用者がエネルギー使用量を
削減できるよう支援するエージェントを構築するためのリファレン
スアーキテクチャーです。自然言語で記述された運用上の意図を説明
可能なアクションに変換し、シミュレーションで検証した上で、ライ
ブ環境への変更適用を検討する前に、その結果を報告します。

エージェントの主な機能

 �  運用者の意図を解釈します（例：最低限のサービス水準を維持しな
がらエネルギー使用量を削減します）。

 �  運用データを取り込み、構造化することで、一貫した分析を可能に
します。

 �  明確で監査可能な意思決定ロジックを生成します。

 �  設備または運用能力を削減、復元、もしくは現状維持すべきかを提
案します。

 �  実行前に、提案されたアクションをサービス水準の基準値に照らし
て検証します。

 �  アクションの前後におけるパフォーマンスを報告し、結果を継続的
な改善に反映する仕組みを構築します。

業界への適用可能性

現在のBlueprintは無線ネットワーク向けに構築されていますが、そ
の運用モデルは、エネルギー集約型インフラ全般に適用可能です。カ
スタマイズにより、需要、レジリエンス、エネルギー使用量のバラン
スを継続的に取る必要があるインフラ運用全体において、より広範な
インテリジェンスレイヤーとして機能する可能性があります。

想定される適用例は以下のとおりです。

 �  データセンターエネルギー最適化エージェントは、レジリエンス
やサービスパフォーマンスに影響を与えることなく、冷却、コン
ピュート、バックアップ容量を削減できる時間帯を特定します。

 �  鉄道・駅運用エージェントは、サービスパターン、利用状況、運用
条件に基づき、照明、換気、その他の影響度の低い設備の稼働を調
整します。

 �  スマートビルエネルギーエージェントは、快適性と運用要件を維持
しながら、HVAC、照明、設備機器の使用量を削減するタイミングを
提案します。

 �  ユーティリティ管理エージェントは、運用に支障をきたすことなく
エネルギー需要を削減するため、設備の出力抑制、一時停止、また
は稼働スケジュール変更が可能なタイミングを評価します。

 �  制御室計画エージェントは、ライブ運用で適用する前に、提案され
た省エネルギーアクションをシミュレーション環境で検証します。

ケーススタディ4：NVIDIA Intent-Driven RAN Energy Efficiency Blueprint
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ワークフローから稼働するシステムへ
ここまでに取り上げた5つの例は、エージェント型AIの価値が、各機
能をわずかに効率化することだけにあるのではないことを示してい
ます。その価値は、インフラプロジェクトが現在、時間、資金、情報を
失っているインターフェースをまたいで調整を行うことにあります。
インテリジェンスレイヤーは、断片化されたシグナルを、構造化され
た領域横断的なインテリジェンスへと変換することを支援します。こ
れにより、ライフサイクル全体を通じて、より迅速かつ十分な情報に
基づく意思決定が可能になります。

だからこそ、これは単なる自動化にとどまりません。自動化は、定義
された範囲内で既存のワークフローを改善するものです。一方、エー
ジェント型AIは、部門横断的で高度なオーケストレーションをより
継続的かつスケーラブルなものとし、人手による整合作業への依存を
減らすことで、インフラセクターが従来抱えてきた、連携・調整作業
の負担が高い多くのワークフローの必要性を低減し得ます。ワークフ
ローの重要性は依然として変わりませんが、それらを支える運用の仕
組みそのものが変化し始めています。
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ICOはどのように機能するのか

プロジェクト担当者は、コマンドセンターを通じて以下を行います。

▪エージェントの優先順位、ガードレール、目標を設定する。
▪エージェントが提示するサマリーや提案を確認し、次に取るべきアクションを判断する。

ICO活用例 ── 専門エージェントのワークフロー

プロジェクト・マスタープラン 工程監視エージェント

ワークパッケージ別工程

ベースラインパフォーマンス

現場コンテキスト

形式：MS Projectおよび
           MS Excel

アウトプット
異常および乖離

警告およびシナリオ

エージェントは、ユーザー定義の KPIを満たすように判断します。例えば、リスクのあるマイルストーン数、期限超過マイルストーンの
深刻度、工程の変動度合いなどです。

異常を検知し、工程表の完全性を確認した上で、変動性の高い
領域を特定する

影響を受けるワークパッケージ、停滞要因となるゲート、
進捗乖離の要因を特定する

重大度、発生の切迫度、影響の広がりを踏まえてリスクを
優先順位付けする

プロジェクト管理会議での検討に向け、アクション一覧と
リカバリープランを提示する

プロジェクト、プログラム、
またはポートフォリオにおける
信頼できる唯一の情報源

パフォーマンスとリスクの
要因を観察し、方向付けと

予測を行う

データを取り込み、
検証・計算・検知した上で、
必要な処理を呼び出す

状況を説明し、情報を統合・
評価した上で、提案を行う

エージェントライブラリ

コマンド
センター未加工データ

ポートフォリオ登録と
ベースラインデータの取り込み

ゾーン指標集約機能

経営層向け週次アシュア
ランスレポート機能

週次データ取込
オーケストレーター

▪決定論的な指標計算
▪エージェントインサイト
▪領域横断

領域別ランディングページ 
（例：工程管理ゾーン）

データレイヤー フロントエンド／ UIレイヤー ミドルウェア・APIレイヤー エージェントレイヤー

インフラコマンド

ゾーン
マネージャー

プラットフォーム
エージェント

専門
エージェント

オーケスト
レーター

インプット

決定論的な健全性指標データを理解し、コンテキストを収集・
確認する

ステークホルダーによる確認

工程順序の組み換え

2

3

4

5

工程

コスト・キャッシュフロー

サプライヤー

品質・パフォーマンス

現場コンテキスト

設計

エージェント

工程監視エージェント

1

ICOを活用したワークフロー

Intelligent Capital Orchestrator™
資本プロジェクトを支えるエージェント型オーケストレーション

Intelligent Capital Orchestrator（ICO）は、NVIDIA を活用したエージェント型 AI により、資本プロジェクト全体の意思決定、
インサイト、ワークフローを連携・統合する、EY のモジュール型ソリューション群です。ICO は、データ構造の再編を必要とせず
に既存システムとシームレスに統合でき、人間と AI エージェントが安全かつ透明性の高い形で協働できる、適切なガバナンスを備
えた環境を提供します。

ICO は、専門エージェントを通じてプロジェクトデータを継続的に監視し、リスクの兆候を特定、シナリオ分析を実行した上で、
最適化に向けたアクションを提案するとともに、反復的な管理・レポーティング業務を自動化します。その目的は、従来の管理機
能を置き換えることではなく、説明可能で既存環境に負担をかけにくいインテリジェンスレイヤーを加えることで、ステークホル
ダー間の整合性を高め、既存の管理機能を強化することにあります。

ICO は、すでに世界各地の実際のインフラプロジェクトで活用されており、効率性、先見性、プロジェクト遂行の確実性の向上に
おいて有望な成果を示しています。モジュール型のアーキテクチャーにより、クライアントは段階的な導入が可能であり、既存の
プロジェクト環境に高度な AI機能を直接組み込むことができます。

ICOとは ?

ICOの主要コンポーネント

人間は、エージェントに対する
優先順位、ガードレール、

目標を設定し、プロジェクト遂行
エコシステム全体の生産性と
安定性を監視します。

4層で構成されるスマート
ワーカーが 24時間 365日稼働し、
状況のスキャン、監視、検知、
予測、提案を行います。

ポートフォリオのパフォーマンスを
一元的に可視化し、階層全体に

わたる状況把握を可能にします。また、
プロンプトを通じて管理エージェントに
問い合わせることができます。

オーケストレーション・ロジック エージェント・ワークフォース インフラ指令基盤

ICOにおけるAIの役割

優先順位付け
 AIが影響度順にランク付け

提案
AIがアクションを提案

関連付け
AIが因果関係を特定

検知
AIがパターンを特定

理解
AIが意味のつながりを整理

ICO

管
理
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
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ICOはどのように機能するのか

プロジェクト担当者は、コマンドセンターを通じて以下を行います。

▪エージェントの優先順位、ガードレール、目標を設定する。
▪エージェントが提示するサマリーや提案を確認し、次に取るべきアクションを判断する。

ICO活用例 ── 専門エージェントのワークフロー

プロジェクト・マスタープラン 工程監視エージェント

ワークパッケージ別工程

ベースラインパフォーマンス

現場コンテキスト

形式：MS Projectおよび
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アウトプット
異常および乖離

警告およびシナリオ

エージェントは、ユーザー定義の KPIを満たすように判断します。例えば、リスクのあるマイルストーン数、期限超過マイルストーンの
深刻度、工程の変動度合いなどです。

異常を検知し、工程表の完全性を確認した上で、変動性の高い
領域を特定する

影響を受けるワークパッケージ、停滞要因となるゲート、
進捗乖離の要因を特定する

重大度、発生の切迫度、影響の広がりを踏まえてリスクを
優先順位付けする

プロジェクト管理会議での検討に向け、アクション一覧と
リカバリープランを提示する

プロジェクト、プログラム、
またはポートフォリオにおける
信頼できる唯一の情報源

パフォーマンスとリスクの
要因を観察し、方向付けと

予測を行う

データを取り込み、
検証・計算・検知した上で、
必要な処理を呼び出す

状況を説明し、情報を統合・
評価した上で、提案を行う

エージェントライブラリ

コマンド
センター未加工データ

ポートフォリオ登録と
ベースラインデータの取り込み

ゾーン指標集約機能

経営層向け週次アシュア
ランスレポート機能

週次データ取込
オーケストレーター

▪決定論的な指標計算
▪エージェントインサイト
▪領域横断

領域別ランディングページ 
（例：工程管理ゾーン）

データレイヤー フロントエンド／ UIレイヤー ミドルウェア・APIレイヤー エージェントレイヤー
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ゾーン
マネージャー

プラットフォーム
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インプット

決定論的な健全性指標データを理解し、コンテキストを収集・
確認する

ステークホルダーによる確認

工程順序の組み換え
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コスト・キャッシュフロー

サプライヤー

品質・パフォーマンス

現場コンテキスト
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エージェント

工程監視エージェント
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ICOを活用したワークフロー

Intelligent Capital Orchestrator™
資本プロジェクトを支えるエージェント型オーケストレーション

Intelligent Capital Orchestrator（ICO）は、NVIDIA を活用したエージェント型 AI により、資本プロジェクト全体の意思決定、
インサイト、ワークフローを連携・統合する、EY のモジュール型ソリューション群です。ICO は、データ構造の再編を必要とせず
に既存システムとシームレスに統合でき、人間と AI エージェントが安全かつ透明性の高い形で協働できる、適切なガバナンスを備
えた環境を提供します。

ICO は、専門エージェントを通じてプロジェクトデータを継続的に監視し、リスクの兆候を特定、シナリオ分析を実行した上で、
最適化に向けたアクションを提案するとともに、反復的な管理・レポーティング業務を自動化します。その目的は、従来の管理機
能を置き換えることではなく、説明可能で既存環境に負担をかけにくいインテリジェンスレイヤーを加えることで、ステークホル
ダー間の整合性を高め、既存の管理機能を強化することにあります。

ICO は、すでに世界各地の実際のインフラプロジェクトで活用されており、効率性、先見性、プロジェクト遂行の確実性の向上に
おいて有望な成果を示しています。モジュール型のアーキテクチャーにより、クライアントは段階的な導入が可能であり、既存の
プロジェクト環境に高度な AI機能を直接組み込むことができます。

ICOとは ?

ICOの主要コンポーネント

人間は、エージェントに対する
優先順位、ガードレール、

目標を設定し、プロジェクト遂行
エコシステム全体の生産性と
安定性を監視します。

4層で構成されるスマート
ワーカーが 24時間 365日稼働し、
状況のスキャン、監視、検知、
予測、提案を行います。

ポートフォリオのパフォーマンスを
一元的に可視化し、階層全体に

わたる状況把握を可能にします。また、
プロンプトを通じて管理エージェントに
問い合わせることができます。

オーケストレーション・ロジック エージェント・ワークフォース インフラ指令基盤

ICOにおけるAIの役割

優先順位付け
 AIが影響度順にランク付け

提案
AIがアクションを提案

関連付け
AIが因果関係を特定

検知
AIがパターンを特定

理解
AIが意味のつながりを整理
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導入・活用の 
前提条件： 
ガバナンス、契約、信頼05
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インフラ領域では、技術的な実現可能性が主要な制約要因となることはほとんどありません。むしろ
多くの場合、問題はデジタルツールそのものではなく、それらが実際に運用される事業上、契約上、組
織上の環境にあります。エージェント型AIが有効に機能するには、エージェントが組織内の境界をま
たがり、本来は分離されたまま運用されることを前提に設計された複数の情報源を、横断して推論でき
なければなりません。これを可能にする適切なガバナンスを整備する必要があります。

5つの重要なガバナンス領域
本章の基礎となるガバナンスフレームワークは、ケンブリッジ大学の研究を踏まえ、幅広いステークホルダーとの協議を通じて策定されたもの
です。5つの重要なガバナンス領域は以下の通りです。

1. 説明責任と法的責任

説明責任と法的責任に関わる課題には、全面的な改革を行わなくと
も、以下の3つの実務的な仕組みによって対応できます。

 � 契約の段階的な試行：既存の契約の枠組みの中に、適切な監督下で
エージェントによる限定的な実行を認める具体的な条項を試験的
に導入できます。

 � 明確に定義された権限の範囲：エージェントは明示的に承認された
範囲内のみで提案、草案作成、連携・調整を行うことができます。

 � 監査可能性と責任所在の明確化：エージェントによるすべての提案
とアクションは、どの情報源、どのようなシステムの状態、どの人
間の承認権限に基づくものであるか、帰属が明らかでなければなり
ません。

新たに整備されつつある規制の枠組みにより、ガバナンス構造化の必
要性が一層強まっています。EU AI法では、AIシステムがリスクレベ
ル別に分類されており、重要インフラの管理に関するものは高リスク
のカテゴリーに属しています。英国の主要なインフラ領域では、セク
ター別の規制上の取り組みが進んでいます。これは、AIを活用した意
思決定について、説明責任を担保する仕組みの義務化へと世界的に移
行しつつあることを示しています。

2. 透明性と説明可能性

透明性は、以下の3つの原則によって担保されます。

 � 推論過程の追跡可能性：組織は、エージェントがどの情報源を使用
し、どのような前提に基づいて、どのようにアウトプットを整合さ
せたかを確認できなければなりません。

 � エージェントが保持する情報・データに関する透明性：組織は、イ
ンテリジェンスレイヤーが自社データから何を把握し、それがエー
ジェントの提案にどのように反映されているのかを検証できなけ
ればなりません。

 � 説明可能なアウトプット：エージェントの提案は、人間がレビュー
し、妥当性を検証し、上書きできるものでなければなりません。

3. データ主権と商業上の機密性

データ主権と商業上の機密性に関わる課題には、全面的な改革を行わ
なくとも、次の4つの実務的な仕組みによって対応できます。

 � フェデレーテッド型データアーキテクチャー：フェデレーテッド型
のアプローチにより、データが一元化されていなくても、エージェン
トは組織間の境界を越えてデータを参照することができます。移動
するのはデータではなく、そこから得られるインテリジェンスです。

 � 階層化されたアクセス制限：必要とされるデータへのアクセス権限
は、それぞれのエージェント型機能によります。アクセス制限が階
層化されたモデルでは、各エージェントの種類ごとに、どのデータ
へ、どの粒度で、どの条件のもとでアクセスできるかを定義します。

 � エンゲージメントごとの明確なデータ境界：エージェントのメモ
リーは、クライアント、プログラム、契約上の制限ごとに分割管理
されなければなりません。あるエンゲージメントで得られたインテ
リジェンスが、明示的な同意なしに別のエンゲージメントへ移転さ
れることはありません。また、この実装は監査可能でなければなり
ません。

 � データ保持期間と削除権限の明確化：組織は、データをどの期間保
持するのか、またどのような条件のもとで削除しなければならない
のかを定義します。

4. 人間による監督と必要な能力

人間による監督があらかじめ設計に組み込まれる必要があります。後
から付け加えられるものであってはなりません。エージェント型AI
は、人の役割をなくしてしまうものではなく、再定義するものです。

具体的には、次の点が重要となります。

 � 重大な意思決定に対する人間によるレビュー：商業上、安全上、ま
たは公共の利害に重大な影響を及ぼすエージェントの提案は、実行
の前に必ず人間の判断を経なければなりません。

 � アウトプットの妥当性を判断する能力：システムが何を行っている
か理解できない承認者による判断では、人間による意味のある承認
にはなりません。
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	�  人材の再定義：エージェント型AIは、人の役割をなくしてしまうもので
はなく、再定義するものであるため、組織には、この変化に対応できる
人材を育成し、研修する責任があります。

	�  バイアスとデータの偏り：過去データで学習したコスト見積もりエー
ジェントは、新たな地域におけるコストを少なく見積もる可能性があり
ます。こうしたケースを防ぐためには、多様なベースラインに照らした
継続的なモニタリングと、影響の偏りが生じ得るエージェントの提案に
対して、人間によるレビューを義務付けるガバナンスプロトコルが必要
です。

5. システム全体のレジリエンス

システム全体のレジリエンスとは、相互に接続されたシステム、データ、
モデルが想定とは異なる動きをした場合に、インテリジェンスレイヤーが
不具合を封じ込め、運用の継続性を保ち、人間による効果的な介入を支援
できることを指します。

エージェントが活用される環境において、この点は重要です。不十分なイ
ンプットや誤ったアウトプットは、適切に抑制されないと関連する意思決
定に急速に影響を及ぼす可能性があるためです。したがって、レジリエン
スは最初から設計に組み込む必要があります。局所的な問題がシステム全
体の問題へと広がることを防ぐ、明確なセーフガードを備えておく必要が
あるのです。

重要となる点は、以下の3点です。

 � 不具合の封じ込め：データ、モデル、オーケストレーション・ロジック
におけるエラーは早期に検知され、影響がシステム全体へ広範・連鎖的
に波及することを防がなければなりません。

 � 運用の継続性：インテリジェンスレイヤーの一部が利用できない場合で
も、組織は従来のプロセスや代替ワークフローに切り替えられるように
しておかなければなりません。

 � 人間による介入を前提とした設計：事前に定義されたしきい値を外れ
る状況となった場合は、人間がアウトプットを停止し、妥当性を検証し、
上書きできなければなりません。

インテリジェンスレイヤーに対する信頼は、通常時に何をできるかだけ
でなく、条件が整わない場合にもどれだけ確実に機能するかに左右され
ます。

これらのガバナンス条件がそろって初めて、技術的な可能性は、制度とし
ての信頼、責任ある導入、そして拡張可能な価値へとつながります。

ガバナンスという前提条件
インテリジェンスレイヤーは、運用モデルを直ちに全面的に見直さなくて
も、価値の創出をもたらします。初期導入の段階では、既存のシステムや
プロセスに追加する形で導入することができます。しかし、エージェント
の機能がプロジェクト、プログラム、ポートフォリオ全体に拡大していく
につれて、組織はガバナンス、意思決定権限、説明責任、人材・スキルの再
定義について、適切な土台を整えなければなりません。これを単なるテク
ノロジー導入ではなく、段階的な運用モデルの移行として捉える組織ほ
ど、その価値を大規模に実現できます。
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将来環境： 
AIの多様な進化軌道を 
見据えて06
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インフラ領域において、AIがもたらす将来に備えるとは、単一の予測のみを前提として、それに基づい
て計画を立てることではありません。より現実的な課題は、不確実ながらも複数想定される将来にお
いて、持続的に価値を発揮できる意思決定を今行うことにあります。特にインフラ領域では、アセット、
プロジェクト遂行モデル、投資判断が長期的に影響を及ぼすため、この点の重要性が一層高まります。

こうした不確実性に向き合うための補完的な視点は、大きく二つあり
ます。EYの「Four Futures of AI」フレームワークは、AIの異なる進化
軌道が、2030年以降に向けてビジネス環境をどのように形成し得る
のかを検証するための枠組みです。本レポートの執筆にご協力いただ
いたFuturity Systems社は、体系的なフォーサイトを通じて、この視
点をさらに拡張しています。具体的には、エージェント型システムが
インフラ領域をどのように再構築し得るのか、どのような新たな価値
が創出され得るのか、そしてリーダー層が今から注視すべきシグナル
は何かを探求しています。これら二つの視点を組み合わせることで、
想定される複数のAIの将来像においても有効であり続ける投資と、
インフラ領域のリーダー層が今から備えるべき仕事、能力・スキル、
制度・プロセスにおける長期的な変化の双方を見極めることが可能
となります。

本章の残りでは、これら二つの視点を順に適用します。まず、EYの
Four Futuresフレームワーク（図10）を用いて、異なるシナリオがイ

ンフラ領域のステークホルダーにとっての優先事項、ガバナンスの選
択、短期的な投資判断にどのような影響を与えるのかを整理します。
次に、フォーサイトを方法論として取り上げ、Futurity Systems社の
アプローチと、それがより長期的な思考をどのように支えるのかを説
明します。最後に、このフォーサイトの視点を一つの事例に適用し、
エージェント型システムの成熟に伴い、人・アセット・インテリジェ
ンスの接点がどのように進化し得るかを示します。

インフラ領域における 
「Four Futures of AI」の適用

EYの「Four Futures of AI」フレームワークは、異なる条件下でAIが
ビジネス環境をどのように変え得るかを示すものです。各シナリオ
は、インフラ領域におけるインテリジェンスレイヤーに対して、それ
ぞれ異なる影響をもたらします。

変革
各意思決定ポイントで人間の判断に依存してき
たプロジェクト遂行モデルには、抜本的な再設
計が求められています。自律性レベル、データ
履歴の記録、強固な監督体制を確立している組
織は、この変化を効果的に取り込み、活用する
上で有利な立場にあります。

成長
早期導入企業は、データ基盤とガバナンスフ
レームワークを整備し、継続的な運用サイク
ルを重ねることで、その価値をさらに高めて
いきます。

制約
注目を集める AI の失敗事例は、新たな規制や
社会的な懐疑を招きます。その結果、導入ス
ピードは鈍化し、コンプライアンスコストは
上昇します。ガバナンスへの投資は、先行企
業と対応が遅れる企業を分ける重要な差別化
要因となります。

崩壊
画期的な AI 能力が少数の事業者に集中し、市
場支配力の偏りが進みます。その結果、高度
な AIへのアクセスに非対称性が生じます。

最良ケース

最悪ケース

抜
本
的
変
化

同
一
シ
ス
テ
ム

AIの将来に関する4つのシナリオは、外部環境がエージェント型AIの導入スピードと規模にどのような影響を与えるかを示しています。一方で、
データ基盤、相互運用性、強固なガバナンスは、いずれのシナリオにおいても不可欠です。

図10
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こうしたシナリオの目的は、単一の道筋を示すことではありません。
むしろ、異なる将来像の下でも価値を発揮し続ける組織能力、ガバナ
ンス上の選択、投資をリーダー層が見極められるようにすることにあ
ります。

4つの将来像すべてに共通する結論は1つです。導入のスピードや形
は異なっても、エージェント型AIに関する中核的なアジェンダは変

わりません。データおよび情報の基盤、相互運用可能なシステムとイ
ンターフェース、強固なガードレール、監督とガバナンス、そして人
材のスキルは、いずれのシナリオにおいても価値を持ち続けます。変
わるのは、これらの重要性そのものではありません。その価値がどの
程度の速さで顕在化するのか、そしてどの程度の緊急性で拡大展開す
る必要があるのかです。

インフラセクターのステークホルダーへの影響
以下の表は、各将来シナリオに対するステークホルダー別の優先事項
を整理したものです。単一の行動方針を示すことが目的ではなく、い
かなる状況においても価値を持ち続ける投資を明らかにすることを

目的としています。テクノロジーと並行して、ガバナンスの枠組みお
よびプロフェッショナルな能力強化を進める組織は、あらゆるシナリ
オにおいて戦略的柔軟性を維持することが可能となります。

  成長   変革    制約   崩壊

アセットオーナー 価値が累積するデータ 
基盤を構築する

飛躍的な能力向上に 
備えたガバナンスを 
整備する

監督機能を差別化要因 
として位置づける

ベンダー中立の 
アーキテクチャーへ 
投資する

プロジェクト 
遂行組織

段階的に導入を進め、 
成果を蓄積する

プロフェッショナル 
育成に重点的に投資する

ガバナンス遵守を 
明示する

テクノロジーパートナー
シップを多様化する

テクノロジー 
プロバイダー

オープン標準に準拠した
構築を行う

最も高度なプラット
フォーム上で迅速に 
展開する

透明性と監査可能性への
投資を強化する

集中リスクへの備えと 
してオープン標準を 
採用する

規制当局
セクター別のAIガイダンス
を策定する

AIの能力の進展が 
ガバナンスを上回る前に
枠組みを整備する

段階的な説明責任の 
枠組みを徹底する

相互運用性に関する 
要件を通じて集中リスク
に対応する

予測ではなく、方法論としてのフォーサイト
EYの「Four Futures of AI」フレームワークが、短期から中期にか
けて異なる条件下でも有効な選択肢を検証する助けとなる一方で、
Futurity Systems社は、さらに先を見据えるための補完的な方法論
を提示しています。その価値は、単一の到達点を予測することにある
のではなく、エージェント型システムがインフラ業務の進め方をど
のように変え得るのか、どのような新たな価値が創出され得るのか、

そしてリーダー層が今から注視すべき兆候は何かを探ることにあり
ます。

Futurity Systems社のSynthesizing Futures手法は、将来を正確に
予測する対象としてではなく、探索し、形づくり、検証する対象とし
て捉えます。大枠では、この手法は4つの段階で進みます。

分析：
データドリブンなツール 
を用いて、課題領域を 
構成要素に分解します。

再構成：
既存システムの要素 
を組み替えることで、 
新たな構成を設計 
します。

構築：
ソリューションを 
プロトタイプとして 
構築します。

適用：
実際の条件下で 
検証します。

ス
テ
ー
ク
ホ
ル
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ー
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この点が重要なのは、可能性の広がりが、単一のシナリオで捉えられ
る範囲を大きく超えているためです。インフラ領域においては、例え
ば、意思決定者向けに設計資料を整理・取りまとめることや、チーム
間でモデルのバージョンを同期するといった、比較的付加価値の低い
調整タスクの自動化から、アセットのライフサイクル全体にわたる、
適応的な維持管理、用途転換、さらにはロボティクスの活用に至るま
で、多様な可能性が広がっています。

あらゆる可能性を網羅的に列挙することを目的とするのではなく、次
のセクションでは、その一例をより詳しく取り上げます。これは予測
ではなく、人間・アセット・インテリジェンスの接点が時間とともに
どのように進化し得るのかを示すものです。

短期的な取り組みの先に：進化する 
インテリジェンス・インターフェース
長期的な方向性を考える一つの視点として、エージェント型コンパニ
オンという概念があります。これは、インフラシステム全体にわたり
プロフェッショナルを支援する、継続的かつ文脈認識型のエージェン
トを指します。この役割は、特定の一つの職務に限定されるものでは
ありません。ポートフォリオリスクを見直すアセットオーナーや、ア
セットの状態を評価する運用者、現場状況に対応するプロジェクト責
任者、契約上の義務を管理する事業チーム、コンプライアンスの根拠
資料を確認する規制当局など、さまざまな主体への支援が可能です。
いずれの場合も、エージェントは既存の情報源からインテリジェンス
を提示するだけにとどまりません。従来のワークフローでは捉えられ
てこなかったデータや情報を取得し、保存することも可能にします。

現在、インフラ領域における最も価値の高い知識の多くは、その発生
時点で失われています。現場での観察は記録されず、推論は個人の頭
の中にとどまり、重要な文脈はシステム、組織、ライフサイクル段階
の境界で失われています。エージェント型コンパニオンは、こうした
状況を業務の現場で変えます。利用環境に応じて、その形態はさまざ
まです。例えば、プロジェクトやアセットのシステムに接続された携
帯型デバイス、ヘッドセット、ウェアラブルインターフェース、ある
いはソフトウェアベースのアシスタントなどが考えられます。業務が
進み、意思決定が行われる中で、エージェント型コンパニオンは関連
する観察結果を収集し、それらを文脈と結び付け、構造化された形で
蓄積します。

そして時間の経過とともに、その意義はさらに大きくなります。コン
パニオンは、数カ月から数年にわたり、意思決定、観察結果、推論の記
録を蓄積していきます。これにより、従来は個人にとどまっていた知
識が、組織の記憶の一部となります。保存され、検索可能となり、将来
の担い手が活用できるアセットへと変わるのです。この意味で、エー
ジェント型システムは、意思決定の支援方法だけでなく、人材のキャ
リアサイクルを通じて、インフラ組織が知識を創出し、保持し、継承
する方法そのものを変えていく可能性があります。

こうした可能性が現実味を帯びるにつれて、その影響はテクノロジー
の範囲を超えて広がっていきます。インテリジェンスレイヤーが、イ
ンフラシステムの運用方法、組織の学習のあり方、意思決定のあり方
の中核を担う未来が見えてきます。今、問われているのは、この変化
が起こるかどうかではありません。リーダー層が、どのような目的意
識を持ってこの変化を導いていくかです。次章では、インテリジェ
ンスレイヤーを意図的かつ規律ある形で構築するための実践的なス
テップを示します。
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提言： 
インテリジェンス 
レイヤー構築に向けて07
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インテリジェンスレイヤーの必要性は戦略的なものですが、その対応は実践的でなければなりません。
多くの組織にとって問われているのは、完全なエージェント型連携へ直ちに移行すべきかどうかでは
ありません。むしろ、価値を創出し、信頼を築き、時間の経過とともに準備態勢を強化していく形で、次
の一歩をどのように踏み出すかです。現在の優先事項は、関心から行動へと移ることです。すなわち、
最初に取り組むべき適切なユースケースを特定し、必要な基盤を整え、プロジェクト遂行を妨げること
なく組織としての能力を構築することが求められます。

そのためには、目指す到達点を明確に描くことも必要です。エージェ
ント型AIから最大の価値を引き出す組織は、互いに連携しない実証
実験を延々と繰り返すような組織ではありません。インテリジェン
スが時間の経過とともにビジネス全体でどのように機能すべきかに

ついて明確なビジョンを定め、その方向性に沿って投資、ガバナンス、
テクノロジーに関する選択を整合させる組織です。実務上、これは現
在のユースケースを導入するだけでなく、現在の意思決定が将来の拡
大展開を制約しないようにすることを意味します。
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成熟度モデル
以下の成熟度モデルは、短期的かつ低リスクな導入から、エージェント型AIのより本格的なアーキテクチャーへと進むための実践的な道筋を示
しています。各ステージでは、人材や組織能力への投資を段階的な自律性フレームワークに対応づけており、次のシンプルな原則を反映していま
す。組織は、すべてを一度に変革する必要はありません。既存システムを活用した対象を絞ったユースケースから始め、特定の領域で価値を実証
し、ガバナンス、信頼、組織としての能力が成熟するにつれて、そこから段階的に対象領域を広げていくことができます（図11参照）。

エージェント型AIの実践的な導入モデル。段階的な人材や組織能力への投資を自律性の高度化に対応づけ、組織が対象を絞ったユースケースか
らポートフォリオレベルのインテリジェンスへと発展していく道筋を示すものです。

図11

エージェントが
承認を得て実行

レベル 3

▪地盤調査データと設計上の前提条件を
自動的に照合

▪ワークパッケージ別の進捗データを構
造化して要約

▪出来高管理指標が予測軌道から乖離し
た際に、早期警告アラートを発出

▪分野横断的な変更影響評価

▪変更事象に伴う工程、コストおよび事
業面の総合分析

▪相互依存するプロジェクト全体にわた
るプログラムレベルのリソース最適化

▪既存データ上に、単一領域に特化し
たエージェントを導入します。これ
らのエージェントは、工程管理、コ
スト管理、または文書管理システム
から情報を取り込み、現在のサイク
ルよりも迅速に意思決定者へ分析結
果を届けます。

▪既存ツールを置き換える必要はあり
ません。エージェントは、定義され
たインターフェースを通じて既存シ
ステムと接続します。

▪インテリジェンスレイヤーの構築は、
2つのサイロ間の接続から始まります。

▪複数の領域を横断してマルチエー
ジェントの連携を行います。

▪専門エージェントは、オーケスト
レーターを介して相互に連携しま
す。オーケストレーターは、各エー
ジェントのアウトプットを整合し、
領域横断的な分析として取りまとめ
ます。

▪この段階では、インテリジェンスレ
イヤーが複数のサイロを同時に接続
します。

エージェントが
提案

レベル 2

段階 2：連携型インテリジェンス 段階 3：適応型インテリジェンス

▪定期報告に依存しない、継続的なプ
ログラム管理

▪設計から運用に至るライフサイクル
全体を対象としたインテリジェンス

▪最新データを活用したポートフォリ
オレベルでのベンチマーキング

▪早期段階における業界横断的なパ
ターン認識

▪完全なインテリジェンスレイヤー
は、プロジェクト、プログラム、ポー
トフォリオの各レベルにわたって
展開されます。

▪エージェントは、各段階における
成果から学習し、組織に蓄積され
た記録と照らし合わせながら、提
案を継続的に補正します。

▪フェデレーテッド・アーキテク
チャーにより、定められた範囲内
で、組織を横断したインテリジェ
ンスの活用が可能になります。

段階と
重点領域

主な活用例

エージェントの
自律性レベル

EY Intelligent Capital Orchestrator（ICO）は、まさにこの段階において価値を発揮します。既存システムからリアルタイムデータを取り込み、デー
タ生成から意思決定に活用可能なインサイトの創出までのサイクルを圧縮することで、インテリジェンスレイヤーとして機能します。詳細は 32 ページ
をご参照ください。

段階 1：統合インサイト

エージェントが
情報を提供

レベル 1

エージェントが
実行し、
人間が監督

レベル 4

44 インテリジェンスレイヤー：エージェント型AIによるインフラ業界の変革



ここで重要なのは、成熟度が、導入したテクノロジーの分量だけで決
まるわけではないという点です。成熟度は、組織がデータ、ガバナン
ス、人間による監督、業務への定着をどれだけ適切に組み合わせられ
るかによって決まります。早期導入で最も成果を上げる組織は、ス
テージ1を一回限りの実証実験としてではなく、より広範な能力構築
の旅の出発点として捉える組織です。

業界横断的なアクション
以下の7つのアクションは、第6章で取り上げたすべてのステークホ
ルダーグループに共通して当てはまり、あらゆるシナリオにおいて有
効です。これらのアクションを組み合わせることで、関心の段階から
実装へと移行するための実践的なアジェンダが得られます。

 � 明確な長期的ビジョンを設定する：インテリジェンスが運用モデル
において長期的に果たすべき役割を定義します。

 � エージェント対応を前提としたシステム設計を行う：当初から、相
互運用性、追跡可能性、ガバナンスを備えたエージェント型ワーク
フローを前提として構築します。

 � データを戦略的アセットとして扱う：プロジェクトやプログラム全
体で、データ品質、アクセシビリティ、説明責任を向上させます。

 � 既存のワークフローに統合して導入する：既存システムを置き換え
るのではなく、まずは現行システム間の連携に伴う摩擦を減らすこ
とから着手します。

 � セマンティック相互運用性の強化に投資する：システム同士がデー
タだけでなく、その意味まで共有できる仕組みを確保します。

 � ガバナンスを並行して構築する：導入と並行して、意思決定権、説
明責任、監査可能性を成熟させます。

 � プロフェッショナルな能力の強化に投資する：AI活用によるアウ
トプットを解釈・検証し、行動につなげるために必要なスキルを育
成します。

これらのアクションが連動して進行しているかどうかが、有効な評価
指標となります。データ品質、ガバナンス、または人材の準備が整わ
ないままテクノロジーだけが先行すると、価値の創出は停滞する可能
性が高くなります。一方で、これらが並行して進展する場合には、導
入の拡大がしやすくなり、信頼の醸成も促進されます。

ステークホルダーごとの取り組み
次に取るべきステップはステークホルダーによって異なりますが、進
むべき方向性は明確です。各グループには、エージェント型のシステ
ム連携が安全に、かつ大規模に価値を生み出すための条件を整える上
で、それぞれ固有の役割があります。

 � 政府および規制当局：安全性が求められるインフラ領域における
AI支援型の意思決定に関して、セクター固有のガイダンスを策定し
ます。

 � アセットオーナーおよび投資家：測定可能な成功基準を設定し、特
定領域でインテリジェンスレイヤーを試験導入します。

 � 設計者およびコンサルタント：設計データを、人による活用とエー
ジェントによるアクセスの両方に対応できるよう構造化します。

 � 請負事業者およびインフラプロジェクト遂行組織：ステージ1で
は、既存の工程管理、コスト、進捗管理システム上にエージェント
を導入します。

 � 運用者：ライフサイクル情報を検索可能な形式で保持するため、構
造化された引き継ぎ要件を定義します。

 � テクノロジープロバイダー：特にOpenUSDおよび IFCをはじめと
するオープン標準に準拠して構築します。異なるシステム間の意味
の整合を実現する仕組みや能力に投資します。

 � 教育・研究機関：エンジニアリングおよび建設管理プログラムに
エージェント型AIのガバナンスを統合します。

リーダー層にとって、当面の優先事項は、すべてを一度に解決するこ
とではありません。まずは最も摩擦の大きい連携課題を特定し、その
領域で価値を実証した上で、そこから段階的に展開していくことが重
要です。ただし、そのような短期的で実務的な対応は、より明確で長
期的なビジョンのもとで進められるべきです。すなわち、システム、
データ、意思決定プロセスを、将来的なエージェント型AIの活用拡大
に対応できるよう、設計段階から整備していく必要があります。その
結果、インテリジェンスレイヤーは、構想段階から実運用へ、また個
別ユースケースから持続的な競争優位性へと進化していくことにな
ります。
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結論：分断された 
サイロから統合された 
インテリジェンスへ08
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インフラセクターに不足しているのは、ツールやデータ、あるいは高度な専門人材ではありません。不
足しているのは、最も価値が失われやすい接点において、それらを一貫して結びつける仕組みです。意
思決定の遅延、連携・調整の負担、そして組織の縦割り構造の中に埋もれた情報は、グローバルなイン
フラプロジェクトの遂行において、依然として多大な労力と予算を消費しており、その規模は年間で数
千億米ドル規模に達するとみられます。

インフラセクターのリーダー層が、限られた経営資源の中で、これま
で以上の成果を求められている今、この点は極めて重要です。求めら
れているのは、追加投資を確保することだけでなく、すでに存在する
資本からより大きな価値を引き出すことです。エージェント型AIは、
その実現に向けた実践的なアプローチを、既存のプロジェクト遂行の
枠組みの中で提供します。これは、人間の判断を代替するのではなく、
回避可能な価値損失を抑え、生産性を向上させ、同じ投資からより高
いインフラ提供力、レジリエンス、そして長期的なリターンを引き出
すためのインテリジェンスレイヤーを構築することで実現されるも
のです。

本質的な転換点は、孤立した自動化から、相互につながったインテリ
ジェンスへの移行にあります。過去10年間、インフラセクターにお
けるテクノロジー投資の多くは、一定の範囲内で同じ業務をより速く
処理することに主眼を置いてきました。一方、次に訪れる機会はそれ
とは異なります。サイロはそのまま存在し続けるとしても、それぞれ
の役割、システム、データソースは、他のすべてのサイロと個別に接
続するのではなく、インテリジェンスレイヤーを介してつながるよう
になります。

エージェントが変換、整合、ルーティングを担い、人間は判断、創造性、
検証、説明責任を担い続けます。

次に問うべき論点
現在のインフラプロジェクト遂行モデルは、契約構造や組織階層も含
め、人間による調整を前提として形づくられてきました。そこに存在
するあらゆる接点には、情報がどの程度の速さで伝達できるのか、意
思決定者がどれだけ多くの情報源を整合できるのか、そしてシステム
がどれだけの連携・調整の負担を吸収しなければならないのかといっ
た前提が織り込まれています。インテリジェンスレイヤーは、こうし
た前提を一つひとつ変えていきます。

経営層に問われているのは、この変化が訪れるかどうかではありませ
ん。問われているのは、自らの組織がその変化を形づくる側に回るの
か、それとも後から適応する側に回るのかということです。全体像が
明確になるまで動かずにいる組織は、気づいたときには、その構図が
すでに他者によって描かれていることになるでしょう。
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り成り立っています。皆さまから寄せられた多様な視点は、本レポー
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用のためのガバナンスフレームワークの提示は、いずれもケンブリッ
ジ大学の公表された研究プログラムに直接基づいています。これらの
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づくケーススタディは、本レポート全体で示される可能性が単なる概

念にとどまるものではなく、すでに現在の本番環境において実際に運
用されているものであることを裏付けています。EYとNVIDIA社の
アライアンスは、最先端のテクノロジーと豊富なビジネス知見を融合
し、企業が確信を持ってイノベーションを推進し、現在のAIの価値を
着実に創出できるよう支援します。

Futurity Systems社 
Futurity Systems社の体系的なフォーサイトメソドロジーにより、
本レポートの提言は、現在とは大きく異なる状況においても有効性を
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Futuresアプローチを適用し、AI導入が大きく分岐する複数のシナリ
オに基づきインテリジェンスレイヤーの耐性を検証するとともに、イ
ンフラ領域のリーダー層が今から注視すべき中長期的な兆候を明ら
かにしています。本貢献は、これらの技術や仕組みがどのように、ま
たどの程度のスピードで成熟していくのかという本質的に不確実な
問いに対して、規律ある分析に基づく厳密性をもたらしています。
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本レポートを執筆したEYの以下のメンバーに謝意を表します。

 � Shane MacSweeney, Global Infrastructure Leader and EY-
Parthenon Ireland Head of Strategy and Transactions

 � Steve Lewis, Global Infrastructure Technology Leader and 
Head of Infrastructure Advisory, Hong Kong, Ernst & Young 
Transactions Ltd

 � Golnar Pooya, Partner, AI and Ecosystems Consulting, UK, 
EY LLP

 � Thomas Bush, Director, EY Infrastructure Advisory, Hong 
Kong, Ernst & Young Transactions Ltd

 � Sophie Anderson, Senior Manager, Capital Projects 
Consulting, UK, EY LLP

 � Kristy Lo, Manager, EY Infrastructure Advisory, Hong Kong, 
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インフラセクターに不足しているのは、ツールやデータ、あるいは高
度な専門人材ではありません。不足しているのは、最も価値が失われ
やすい接点で、それらを一貫して結びつける仕組みです。意思決定の
遅延、連携・調整の負担、そして組織の縦割り構造の中に埋もれた情
報は、グローバルなインフラプロジェクトの遂行において、依然とし
て多大な労力と予算を消費しており、その規模は年間で数千億ドル規
模に達するとみられます。

私たちは、公共または民間の資金調達、プロジェクト収益、助成金を
伴うプロジェクトについて、財務計画やプロジェクト遂行アプローチ
の策定・比較を支援するとともに、それらの計画の実行を支援します。

EY-Parthenon Infrastructure Advisoryチームの主な支援領域は以
下のとおりです。

 � スマートモビリティおよび都市開発 ── 都市におけるモビリティ
の実現に向け、炭素排出量の削減と持続可能な交通ソリューション
の推進に重点を置きながら、地方・地域政府を支援します。

 � インフラ戦略立案および政策策定 ── 脱炭素戦略やグリーンイン
フラプロジェクトなど、持続可能性を重視した施策の策定を支援し
ます。

 � インフラ調達およびトランザクションアドバイザリー ── トラン
ザクションの全プロセスにおけるESG目標の達成を重視した助言
を提供します。

 � インフラプロジェクト遂行およびプログラムマネジメント

 � 戦略的資本管理およびトランザクション ── グリーンインフラ
やESGファイナンスを含め、流動性および信用供与の改善、キャッ
シュマネジメント、パフォーマンス低下への対応を支援します。

 � EXIT戦略 ── 政府保有アセットの売却およびダイベストメント
（事業売却）

 � テクノロジーおよび情報通信技術（ICT）戦略、業務プロセス改善 
── 持続可能かつ責任あるインフラ開発を促進するデジタルソ
リューションの導入を含めた支援を提供します。

EY-Parthenon Infrastructure Advisoryチームは、豊富なセクター
知見と協働アプローチを通じて、現在のインフラプロジェクトが直面
する課題に対応する革新的なサービスの提供を可能にします。

 � 堅固なビジネスケースの構築

 � ポートフォリオおよび資本配分のより効率的な管理

 � プロジェクトの定義および確実な遂行

 � リスクの特定および管理

 � ステークホルダーのアジェンダおよびエンゲージメントの管理

EYの政府およびキャピタルアジェンダサービス（資本戦略支援サー
ビス）は、資本およびトランザクションの管理に重点を置いています。

 � 維持・保全：信用格付の強化、損益（P&L）の改善、既存アセットの
保全、コストの最適化、ターンアラウンド計画、リストラクチャリ
ング支援、意思決定および分析モデルの構築

 � 最適化：アセット運用効率の向上、アセットポートフォリオの最適
化、プロジェクトの評価および選定、組織体制および制度設計の最
適化

 � 投資：フィージビリティスタディおよび事業計画の評価、トランザ
クションの計画・ストラクチャリング、コスト効率の高いスキーム
の設計

 � 資金調達：アセットの売却、インフラプロジェクトにおける資金調
達、民間資金の活用

新規システムの導入、大規模な拡張、重要な更新プロジェクト、PPP
（官民連携）施策を検討する政府機関に対して、当社インフラコンサル
ティングチームが、長期投資計画の策定をはじめ、各種プログラムお
よび政策フレームワークの構築を支援します。

EY-Parthenon Infrastructure Advisory
チームが提供する支援
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略語 正式名称 定義

AI 人工知能
推論、学習、意思決定など、通常は人間の知能を必要とするタスクを実行できるシステムの構築に関
わる、コンピューターサイエンスの広範な分野

API 
アプリケーション・プログラミング・
インターフェース

異なるソフトウェアアプリケーションが相互に通信し、データをやり取りすることを可能にする一連
のプロトコル

BIM 
ビルディング・インフォメーション・
モデリング

デジタルツールを活用し、建築アセットの物理的および機能的特性の表現を生成・管理するプロセス
で、設計・施工・運用における意思決定に活用される

CDE 共通データ環境 プロジェクトの参加者全体で情報を収集、管理、共有するための共通デジタル空間

CII Construction Industry Institute
米国テキサス大学オースティン校を拠点とし、資本プロジェクト業界の競争力向上に取り組む研
究機関

COBie 
Construction Operations Building 
Information Exchange

施設所有者および運営者へのアセットデータ提供に焦点を当てた、BIMデータの一部を受け渡すため
のデータ形式

CSaP Centre for Science and Policy ケンブリッジ大学に設置された、政策立案者と学術研究者をつなぐ研究センター

DSX Data Center Scalable Exchange
OmniverseおよびOpenUSDを活用し、世代を超えた拡張性とギガワット規模に対応するAIファク
トリーの設計・運用を実現する、NVIDIA社の標準設計フレームワーク

EY Ernst & Young
アシュアランス、コンサルティング、ストラテジー、税務、トランザクションサービスを提供するグ
ローバルなプロフェッショナルサービス組織

GPS 全地球測位システム
衛星を利用して、地上またはその周辺の受信機に位置情報および時刻情報を提供するナビゲーション
システム

ICO Intelligent Capital Orchestrator
オーケストレーターによって連携・調整される専門エージェント群が、既存のプロジェクト管理デー
タを横断的に分析し、プロジェクト遂行指標を最適化するEYのエージェント型プラットフォーム

IFC Industry Foundation Classes
buildingSMART Internationalが維持管理する、BIMデータ交換のための国際的なオープン標準で
あり、建築・エンジニアリング・建設（AEC）業界におけるソフトウェアアプリケーション間の相互
運用性を実現

IoT モノのインターネット
センサー、ソフトウェア、通信機能を備えた物理デバイスのネットワークであり、データの収集およ
び交換を可能にする

LLM 大規模言語モデル
大量のテキストデータで学習されたAIモデルの一種で、人間の言語の理解および生成が可能。エー
ジェント型AIアーキテクチャーの構成要素として使用される

MEP 機械・電気・配管 建物における空調・電気・給排水設備を指し、インフラプロジェクトにおける重要な調整領域の1つ

OECD 経済協力開発機構 経済および社会課題に関する分析と政策助言を提供する政府間国際機関

OpenUSD Open Universal Scene Description
3Dシーンの記述・構成・レンダリングを行うためのオープンソースフレームワークであり、AEC分
野のデジタルツインやシミュレーションにおける相互運用標準として採用が進んでいる

RFID 無線周波数識別
電磁界を利用して物体に取り付けられたタグを自動的に識別・追跡する技術で、建設分野では資材お
よびアセットの追跡に活用される

用語集
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政府・インフラ領域のリーダー層との対話をご希望の場合は、以下までお問い合わせください。 
government.publicsector@ey.com

Global 	

Shane MacSweeney  
Infrastructure Leader

Steve Lewis 
Infrastructure Technology Leader

ASEAN

Lynn Tho

Canada

Tim Philpotts

Europe Central

Elisabeth Heggløv

Europe West

Anne Herbein

Greater China

Linda Shen
Alex Zhu
Steve Lewis

India and Africa

Gaurav Taneja

Japan

Satoshi Abe

MENA

Andrea Scotti

Oceania

Ben Bishop

United Kingdom

Andrea Powell

United States

Tom Rousakisお
問
い
合
わ
せ
先
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